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序

宮崎県教育委員会では、農用地総合整備事業「都城区域」区画整理（今町団地）に伴

い大岩田上村遺跡の発掘調査を実施しました。本書はその発掘調査報告書です。

今回の調査では、旧石器時代から中世にかけての遺構・遺物を検出しました。中で

も、都城市では初めて検出された旧石器時代の細石刃石器群や、中世の道路状遺構は

注目されます。先人の歩みを振り返り、郷土の歴史を解明する貴重な資料を得られた

ことは大きな成果と言えるでしょう。

本書が学術資料としてだけではなく、学校教育や生涯学習の場で活用され、文化財

の保護に対する認識と理解の一助となることを期待します。

調査にあたって御協力いただいた関係諸機関をはじめ、御指導・御助言いただいた

諸先生方、ならびに地元の皆様方に心より謝意を表します。

平成15年9月

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　　米艮弘康



1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿‥　＿　r　＿r－＝．rL二・yT才丁，一

例　　言

1本書は、農用地総合整備事業「都城区域」区画整理（今町団地）に伴う事前調査として、宮崎県教

育委員会が実施した大岩田上村道跡の発掘調査報告書である。調査は緑資源公団九州支社都城建設

事業所の委託を受けて宮崎県教育委員会が主体となり、宮崎県埋蔵文化財センターが実施した。

2　発掘調査は、平成11年11月17日から平成12年10月25日の2か年にわたって実施した。整理作業お

よび報告書作成は平成13年度から平成15年度の3か年で行った。

3　本書で使用した位置図は、国土地理院発行の5万分の1『都城』を、遺跡の周辺地形図等につい

ては都城市都市計画図の1万分の1図を基に作成した。

4　現地における実測図の作成は主として、南正覚雅士、堀田孝博、松本　茂が担当し、福田泰典、

加藤　学、藤木　聡、日高敬子、高木祐志、松尾有年、金丸史絵、丹　俊詞、工藤基志が補助した。

5　空中写真撮影は、（有）ふじた航空写真および（有）スカイサーベイ九州に、自然科学分析は、（株）
古環境研究所に委託した。

6　遣物・図面の整理作業は、宮崎県埋蔵文化財センターで行った。図面の作成・遣物実測及びトレ

ースは、南正覚、堀田、松本と整理作業員が行った。また、銭貨の応急処置は日高（敬）、古屋美樹、

小字都あずさ、黒木　修が行った。

7　本書の執筆・編集は南正覚が担当したが、第工章第1節は谷口武範、『第I章第3節2．遺構と

遺物（3）道路状遺構』については『大岩田上村遺跡　第I章第1節A区の調査（堀田執筆）』（宮

崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第38集2001）を、『第I章第6節道路敷設部分の調査』に

ついては『大岩田上村遺跡第Ⅱ章第3節C区の調査（松本執筆）』（同上）にそれぞれ加筆している。

また、『第Ⅳ章まとめ道路敷設部分の調査』についても『大岩田上村遺跡　第Ⅲ章まとめA区（松

本執筆）』（同上）を転載している。なお、使用した遺構・遣物等の写真は南正覚、堀田、松本が撮
影した。

8　土層及び土器の色調は『新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局ほか監修）に拠っ
た。

9　本書で使用した方位は、座標北（座標第Ⅱ系）である。レベルは海抜絶対高である。

10　本書で使用した遺構略号は次のとおりである。

竪穴住居跡・・・SA　　　掘立柱建物跡・・SB　　　土坑…　…SC

※A区で確認された馬埋葬土坑もSCを使用している

溝状遺構…・SE　　　道路状遺構・・・SF　　　ピット…　‥SH　　　土墳墓…　‥SX

ll　出土遣物・その他諸記録は、宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。

12　ウマの遺体の調査については鹿児島大学農学部獣医学科　西中川　駿・久林朋憲両氏より玉稿を

賜った。

13　次の方々に調査及び報告書の作成にあたり指導・助言をいただいた。記して謝意を表したい。

乗畑光博、横山哲英、米澤英明、下田代清海（敬称略）
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第I章　はじめに

第1節　調査に至る経緯

緑資源公団（旧農用地整備公団）において、農用地整備事業として農業生産性の向上・農業経営の安定

を図る圃場整備事業（204㌶）やそれに伴う農産物流通の迅速化を目指した広域農道（総延長19．1km）建設

が計画された。事業区内には多くの遺跡が分布しているため、県文化課では、発掘調査期間や面積の平

準化及び調査員の確保などの課題について公団と継続して協議を行ってきている。

「今町団地」圃場整備事業区は、南北に長く地形上、大岩田上村遺跡、宮尾・立野遺跡、諏訪免遺跡

の三つの遺跡が分布しており、平成7年11月から平成8年1月にかけての試掘調査によって、それぞれ

の遺跡の状況が確認された。さらに、事業の具体化に伴い事業地区の拡大が計画され、再度、平成11年

9月に遺跡範囲の絞り込みを目的とした確認調査によって弥生時代後期の住居址等が検出された。

この結果をもとに県文化課は緑資源公団九州支社都城建設事業所と事前の協議を行い、工事の切り盛

り関係でどうしても遺跡の影響が避けられない大岩田上村遺跡を調査対象とし、平成11年度に10，000I正

平成12年に15，000I正の調査を実施することにした。

第2節　調査の組織

大岩田上村遺跡の発掘調査は下記の組織で実施した。

調査主体　宮崎県教育委員会

調査機関　宮崎県埋蔵文化財センター

平成11年度〈発掘調査〉

所　長

副所長

庶務係長

調査第二係長

主査（調査担当）

調査員（〝　）

田中　守

江口京子

児玉和昭

青山尚友

南正覚雅士

松本　茂

平成12年度〈発掘調査〉

所　長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長

総務課総務係長

調査第二課調査第四係長

主査（調査担当）

調査員（〝　）

－1－

矢野　剛

菊地茂仁

岩永哲夫

亀井維子

永友良典

南正覚雅士

堀田孝博



平成13年度〈整理作業〉

所　長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長

総務係長

調査第二課調査第四係長

主査（報告書担当）

平成15年度〈報告書作成〉

所　長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長

主幹兼総務係長

調査第二課調査第四係長

主査（報告書担当）

‾－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　‾‾‾‾‾‘　－－　　＿＿ニJト

平成14年度〈整理作業・報告書作成〉

－2－

矢野　剛

菊地茂仁

岩永哲夫

亀井維子

永友良典

南正覚雅士

米艮弘康

大薗和博

岩永哲夫

石川恵史

近藤　協

商正覚雅士

所　長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長

総務係長

調査第二課調査第四係長

主査（報告書担当）

米艮弘康

大薗和博

岩永哲夫

野達文博

永友良典

南正覚雅士



第3節　遺跡の位置と環境

大岩田上村遺跡（第1図－1）は宮崎県都城市大岩田町6809番地他に所在する。
わにつか

都城市は、宮崎県の南西部にあり、東側を鰐塚山系、西側を霧島山系に囲まれた南北に細長い盆地の

中央を占め、行政区分は宮崎県の西南部、鹿児島県との県境に接している。当遺跡は、市城南部の大岩

田町に所在し、大淀川とその支流の梅北川とによって東西を挟まれた標高150－170mの平坦な成層シラ

ス（二次シラス）台地上に立地し、川面との比高は約15mである。当該地の現況は畑地であり、南から北

へ階段状につくられている。

周辺の遺跡を眺めると、本遺跡の西250mでは、1962年（昭和37年）の道路拡張工事の際、後に「五十

市式土器」と呼称される全縄文施文の完形土器が採取されている（第1図－2）。また、同台地上の北東

端には大岩田村ノ前遺跡（1）（第1図一3）が位置し、縄文時代後期～弥生時代後期の竪穴状遺構や基底

部（硬化面）にピットを伴う中世の道路状遺構が確認されている。さらに、弥生時代前期～晩期の土器群

も出土している。
くろつち　　　　　　　　　　　　よこおばる

一方、梅北川を挟んだ対岸の台地には、黒土遺跡（2）（第1図－4）と横尾原遺跡（第1図－5）が位置

する。黒土遺跡では縄文時代後期～晩期の土器・石器、弥生時代前期末の竪穴住居跡、中世の溝状遺構

や道路状遺構が確認されている。中でも、擦切石包丁や磨製穿孔具の出土は注目される。横尾原遺跡で

は、縄文時代後期一晩期の土器・石器や奈良時代の骨蔵器2点が出土したほか、縄文時代晩期前半の竪

穴住居跡が検出されている。また、大淀川を挟んだ対岸の舌状台地状には油田遺跡（3）（第1図－6）が位

置する。縄文時代晩期と古墳時代中期頃の土器が多量に出土している。さらに、中世末頃の土墳墓が47

基確認されている。
ときのお

南西には、鴇尾遺跡（4）（第1図－7）と坂ノ下遺跡（4）（第1図－8）が位置する。鴇尾遺跡では、中世の

畠跡と水田跡が検出されている。坂ノ下遺跡では、弥生時代後期の竪穴住居跡が確認されている。南に
かねみだけ

は、梅北佐土原遺跡（5）（第1図－9）と嫁坂遺跡（6）（第1図－10）、金御岳北側山裾部には王子原遺跡（7）（第

1図－11）が位置する。梅北佐土原遺跡では、縄文時代の集石遺構が確認されている。嫁坂遺跡では、

中世の水田跡、道路状遺構、溝状遺構が検出されている。王子原遺跡では縄文時代の竪穴住居跡や中世

の道路状遺構が確認されている。
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第3図　大岩田上村遺跡周辺地形図及び調査区（Sご1！5，000）
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第I章調査の記録

第1節　調査の経過

大岩田上村遺跡の調査対象面積は25，0001正ある。

「今町団地」圃場整備事業に伴って平成11年11月17日より調査を開始した。まず試掘（3mX3mを

150ヵ所設置する。）より調査区全体の遺構及び遺物包含層の確認を行った。その結果、遺構・遺物が確

認できなかった3，000正を調査対象面積から削除し、残り22，000正ついて調査を実施した。調査範囲は谷

等の地形により便宜上A～C区（A区は、試掘トレンチを入れた結果、中世遺構の残存する可能性が高

いと推測された調査区西部をA区つ、残りの部分をA区－Iに区分）に分割し、各調査区の位置関係

を把握し測量実測の基準とするため、国土座標に合わせた10mグリッドを設定した。該地は長年畑地と

して利用されていたため、耕作に拠る撹乱が広範囲に、しかも御池軽石層まで達していた。

本調査はA区一工から開始した。第工層を重機で除去した後、第I層から手掘りによって掘り下げを

行い、第Ⅲ層上面で遺構確認を行った。ここで検出したのは中世一近世の溝状遺構及び中世の土墳墓で

ある。その後、第Vb層までを人力による掘削を行い、遺構検出を行ったところ縄文時代から弥生時代

のピット群を検出した。

A区－Iについては、試掘トレンチを入れた結果、第I・Ⅲ層では遺物が確認できなかったため第V

a層上面までを重機によって除去した。その後、第Va層から人力による掘り下げを行い、第Vb層上

面で遺構確認を行った。その結果、縄文時代晩期の竪穴住居跡、中世～近世の溝状遺構、道路状遺構等

を検出した。さらに、道路敷設部分の調査区北西隅に1箇所の確認トレンチを設定し、シラス上面まで

掘り下げを行った。その結果、石嫉1点が出土したのみで遺構が確認できなかっため、平成12年8月10

日でA区の調査を終了した。

平成12年1月7日からA区と併行して、新たにB区の調査を行った。調査では第Ⅳ層までを重機で除

去した後、第Vb層上面までを人力で掘り下げ遺構の確認を行った。その結果、土坑及びピット群が確

認された。その後、第Ⅵ層の御池軽石層上面まで掘り下げたが、遺構が確認できなかったため平成12年

2月7日を以て調査を終了した。

平成12年6月27日からA区と併行して、C区の調査を開始した。調査は第Ⅲ層までを重機で除去した

後、第Ⅳ層から人力による掘削を行ったが、調査区の北東部分には径40－80cm代の樹根が70数個残って

おり、抜根作業に予想以上の時間を費やしたが、抜根による周辺への影響を最小限に抑えて作業を終了

することができた。その後、第Vb層上面で精査を行い、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、溝状遺構、土坑

等を検出した。さらに、C区では道路敷設部分に4箇所、調査区の南隅に1箇所の確認トレンチを設定

しシラス上面まで掘り下げも行った。その結果、縄文時代早期前半の土器片1点、さらに下層では都城

市で初めて旧石器時代後期末の石嫉、細石刃核、細石刃、剥片が確認された。平成12年10月25日を以て

全ての調査を完了した。

各遺構、各地点で出土した遺物は、1500点余りで、時代的には概ね縄文時代後期～弥生時代を中心に

中世・近世の遺物も僅かながら出土している。
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第2節基本層序

本遺跡の層序は、基本的に各地点ごとに同じ様相を呈している。これを17層に大別し、さらに21に細

分した。なお、テフラについては『第Ⅲ章第1節土層とテフラ』を参照いただきたい。

層　 序 色　　 調 特　　　　　 徴

第 工層 表 土

第 Ⅲ層 表土

第 m 層 灰 白色土
文明軽石層 （P3，SZ－B m ）自然堆積は部 分的に暑さ3－1 5

cmで残存

第 Ⅳ a 層

b

黒色土1 0Y R 1．8 5／1

黒色土 10Y R 2／1

文明軽石を含む （およそ2％程度 ）しまりやや強く　 粘性

やや高い

文明軽石を含む （およそ1％程 度）しまりやや強く　 粘性

やや竜．い

C 黒色 土10Y R 2／1 1司
文明軽石を含む （およそ3％程度）しまりは第 Ⅳa・b 層より
やや弱い　 第Ⅳa・b層より粘性はやや高 い

第 V a 層

b

黒色 土10Y R 2／1

黒色 内10Y R 2／1．5

御池軽石 を5％程度含 む　 しまりは第ⅣC層と同程度

粘性は第Ⅳa・b層と同じ程度

御池軽石 をおよそ15％程度含む　 しまりは第 Ⅳa・b層と

同程度　 粘性も同様

第Ⅵ層 黄橙色土10Y R 6／8
御地軽石層 （K r－M ）直径 1－10 mⅢの黄橙色 粒子のみで

構成　 しまりややあり　 粘性なし

第 Ⅶ a 層

b

黒色土10 Y R 1．7／1

黒色土10 Y R 1．7／1

御池軽石～黒ニガの漸移 層　 直径1～1 0mmの御池軽石

を10％程度含む　 しまり・粘性ややあり

黒ニガ層　 直径1mm以下の黄橙色 ・白色・赤褐色粒 子を

微量に含む　 しまり・粘性ややあり

C 黒色土10 Y R 2／3 黒ニガ～アカホヤの漸移層　 黒色土と明褐色土が斑状

を呈する　 しまりやや弱 く粘性やや強い

第Ⅷ層 明褐 色土7．5Y R 5／8

アカホヤ火山灰層 （K －A h）極めて微 量なガラス質明褐色

粒子により構成　 全面 にわたり黒色土が点的に混 在する

しまりややあり　 粘性弱い

第Ⅸ層 明褐色土7．5Y R 5／8
アカホヤ火 山豆石層　 直径 1－5m mの明褐色粒子 が密に

堆積　 しまり非常 に強 く粘性なし

第 Ⅹ a 屑

b

黒色土10Y R l．7／1 黒褐色土 （10 Y R 2／3）が4 0％程度混入し斑状を呈する

直径1～10 mmの黄橙色粒 子 ・直径1mm以下の白色粒 子を

黒色土10 Y R 1．7／1

多量に含む　 しまり強く粘性凌し

Pl l火山灰 （S z－Y m ）混入層　 直径1－10 mm黄橙色粒子 ・

直径1m m以下の白色粒子 ・赤褐色粒子を多量に含む

しまり非常に強く粘性ややあり

第ⅩI a 層

b

黒褐色土10Y R 2／2 直径 10 mm前後の黄橙色粒子 を微 量　 直径2～3m mの黄

橙色粒子や直径 1mm以 下の黄 橙色 ・白色 粒子を少量含

黒褐色土10Ⅵ㍑／3

む　 しまりやや強 く粘性なし

土質は第Ⅹ工a層と同じだが、色調が僅かに明るい

第Ⅹ：層 暗褐色土10 Y R 3／4

薩摩 火山灰 （P 14，S z－S）混入層　 直径5～10 mm黄橙色 ・

白色粒子を微 量　 直径5－10皿の黄橙色粒 子を少量

直径 1mm以下の黄橙色 ・白色 ・赤褐色粒 子を多量 に含む

しまり強く粘性なし

第Ⅹm層 褐色土7．5Y R 4／4

上 半分を中心として直 径10～3 0 mmの暗褐色 土ブロック

（10Y R 3／4）が少量混入　 直径1－3 mmの黄橙色 ・白色 粒

子を微量に含む　 しまり非常に強くやや粘性あり

第IⅣ層 暗褐色土7．5Y R 3／4
直径5－10 mmの黄橙色粒子を微量　 直径1－3 mmの黄橙

色 ・白色粒子を少量含む　 しまり強く粘性なし

第ⅩⅤ層 褐色土7．5Y R 4／4
直 径1－3 mmの黄橙色 ・白色粒子を少量 含む　 しまり・粘

性やや強い

第ⅩⅥa 層

b

暗褐色土7．5Y R 3／4 暗褐色土と黒褐色土 （10Y R 2／2）が混じり斑状を呈 する

直 径1－3 mmの黄橙 色粒子をごく微量に含 む　 しまり・粘

黒褐色土10 Y R 2／2

性やや強い

P 17 （S z－T k 6）混 入層　 第ⅩⅣa層と主客 が入れ替わり斑

状 を呈 する　 ややしまりあり　 粘性やや強 い　 直径1mm

以下のごく微細な赤褐色粒子 （P 17）を少量含む

第ⅩⅦ層 黄橙色土10 Y R 5／8

二次堆積シラス層　 所により暗褐色 （10 Y R 3／6）明赤褐

色 （5Y R 5／6）灰 黄褐色土 （10Y R 4／2）を呈するなど色 調

の変 化が激しい　 一部粘土化している　 直径5－10 0 mm

の黄橙色 ・明黄褐色粒子のブロックを多量 に含む

ややしまりあり粘性なし

第4図　基本層序

＜註＞

各テフラの名称は下記の文献による。

小林哲夫・江崎真由美「桜島火山の噴火史」F名古屋大学加速器質量分析計業積報告書』（Ⅷ）名古屋大学年代測定資料研究センター1996

早田　勉「火山灰と土壌の形成」『宮崎県史』通史掃原始・古代1宮崎県1997
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第3節　A区の調査

1．調査の概要

A区は面積12，000汀f、標高156．5－160mの北向き斜面をもつ低位丘陵地で、南側は急崖になっている。

調査の結果、縄文時代後期後葉から晩期前葉にかけての竪穴住居跡（2軒）、縄文・弥生時代の両期にわ

たると推定されるピット群、中世の土塊墓（2基）、中世から近世の溝状遺構及び道路状遺構（37条）、時

期不明の柵列（1基）と考えられる遺構を検出した。さらに、南東隅では近世の馬埋葬土坑（1基）も確認

されている（第5図）。遣物は約1300点（12．2kg）が出土している。内訳は縄文土器片約1000点（10．5kg）、

弥生土器片約200点（2．8kg）他である。なお、馬埋葬土坑については『第Ⅳ章大岩田上村遺跡出土のウ

マの遺体』を参照いただきたい。

以下、遺構ごとにその特徴と出土遣物について記述する。

2．遺構と遺物

（1）竪穴住居跡（SA）

1号竪穴住居跡（SAl：第7図）

調査区の北東Ⅹ－27・28グリッドで検出された。検出面は第Vb層上面である。規模は長軸3．16m、

短軸2．40m、床面積6．4正の住居跡である。主軸方向はN－230　－Wを指す。検出面からの深さは4－16

cmを測り、平面プランは楕円形を呈する。床面はほぼ平坦であるが、長軸方向が西側に、短軸方向も南

側に僅かに傾斜する。埋土はほぼ単一層で極細粒～細礫相当の御池軽石を30％含むしまりのある粘質の

黒色土である。遺構に伴う柱穴は確認できなかったが、6基のピットが確認されている。形態は円形お

よび楕円形で、径が20－40cm、深さ20－30cmを測る。遣物は住居内の南東側で、土器片が2点、炭化物

が数点がほぼ床面で確認されているが、土器片2点については小片でありしかも器種不明のため図化は

していない。出土している土器から縄文時代後期後葉から晩期前葉かけての住居跡ではないかと考えて

いる。なお、同遺構出土の炭化物を加速器質量分析（AMS）法による自然科学分析（放射性炭素年代測定）

に委託した結果、補正年代値で2170±60年BPという年代が報告されている（14C年代は2220±60年BP）。

2号竪穴住居跡（SA2：第7図）

1号竪穴住居跡から東へ23m、東向きの斜面の際のⅩ－30グリッドにおいて検出した。東側が削平さ

れているため住居の一部を失っている。検出面は第Vb層上面である。主軸方向はN－80　－Wを指し、

推定で長軸約2．7m、短軸約2．0m、床面積約5．2I正の住居跡である。検出面からの深さは4－12cmで隅丸

方形プランの住居跡と想定される。床面は東から西へ30、両から北へも30傾斜している。埋土は3

層である。遺構に伴う主柱穴は確認できなかったが、床面で主軸方向を同じくする不整楕円形の掘込み

を確認している。掘込部の床面からの深さは5cmを測る。住居内および不整楕円形の掘り込みからは遣

物等は出土していないが、1号住居跡と同様に縄文時代後期後葉から晩期前葉かけての住居跡ではない

かと考えている。
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SFl

第5図　A区遺構分布図（S≒1／960）

※層序については、第Ⅱ章第2節基本層序を参照いただきたい。

0　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　4m

第6図　土層断面図（S＝1！80）
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①黒色土（10YR1．7／1）極細粒～紳礫相当の御池軽石を30％含む　粘質土　しまりあり

②黒褐色土（10YR3／1）＋明黄褐色土（10YR6／6）

極細粒一細礫相当の御池軽石を45％を含む　弱粘質土　しまりややあり

1号竪穴住居跡

①黒色土（10YRl．7／1）極細粒～細礫相当の御地軽石を30％含む　粘質土　しまりあり

※a．bはaが若干御池軽石の含まれる割合が低い

②黒褐色土（10YR3／1）＋明黄褐色土（10YR6／6）

極細粒∵細傑相当の御池軽石を45％を含む　弱粘質土　しまりややあり

③黒褐色土（10YR3／1）極細粒一細礫相当の御池軽石を30％含む

2号竪穴住居跡

0　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　2m

弱粘質土　しまりあり

第7図1・2号竪穴住居跡実測図（S呂1／40）
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（2）溝状遺構（SE）

A区では中世から近世の溝状遺構が37条確認されている。その内、A区一工（調査区西側部分）で25条

が検出されている。溝の規模・断面形態・走行・切り合い関係については、下記の「溝状遺構一覧」を

参照いただきたい。

遺 構 名 幅 （m ） 深 さ（m ） 断 面 形 態 形　　　　　　　 態 切 り 合 い 関 係 等

S E O l 1．4 －3 ．6 0 ．2 －0 ．50 U 字 型 北 西 方 向 に直 線 的 に走 行

S E O 2 1 ．2 － 2．2 0．4 0－ 0．62 U 字 型 北 西 方 向 に直 線 的 に走 行 S E 13－ 17 、23－ 25 を切 る　 硬 化 面 （2）

S E O 3 0 ．4 － 1．0 0．0 2－ 0．24 浅 U 字 型 北 方 向 に走 行 S E 2－ 6を切 る　 硬 化 面 （1）

S E O 4 0 ．4－ 1．0 0 ．1－ 0．3 浅 U 字 型 南 西 か ら緩 や か にカーブして 北 西 に走 行 硬 化 面 （1）

S E O 5 0 ．3－ 0．6 0 ．0 4－ 0．09 浅 U 字 型 北 東 方 向 に走 行

S E O6 0 ．2 －0 ．6 0 ．0 6－ 0．10 浅 U 字 型 北 東 方 向 に走 行 し屈 曲 して 北 西 に走 行 S E 5，7 － 13を切 る　 硬 化 面 （1）

S E O7 0 ．5＋ α －
浅 U 字 型 北 西 方 向 に走 行 文 明 軽 石 埋 土

S E O8 0．3 0．0 6－ 0．16 浅 U 字 型 北 東 方 向 へ 走 行 S E 7 を切 る

S E O9 0．6 0．0 5～ 0．07 浅 日宇 型 南 西 方 向 へ 走 行 し屈 曲 して北 西 方 向 へ 走 行 S E 8，10，S F lを切 る

S E lO 0 ．5＋ α －
浅 U 字 型 北 西 方 向 へ 直 線 的 に走 行 文 明 軽 石 埋 土

S E l l 0 ．8－ 1．0 0．03 － 0．15 浅 U 字 型 北 東 方 向 へ 走 行 S E 9，10，12 を切 る

S E 12 0 ．2＋ α 0 ．07 浅 U 字 型 北 東 方 向 へ 走 行

S E 13 0 ．6－ 0．7 0 ．07 浅 U 字 型 北 東 方 向 へ 走 行 文 明 軽 石 埋 土

S E 14 0 ．3－ 0．7 0 ．10 浅 U 字 型 北 東 方 向 へ 走 行 ？ 硬 化 面 （1） 文 明 軽 石 埋 土

S E 15 0 ．8－ 1．8 0．17－ 0．20 浅 U 字 型 東 方 向 へ 走 行 ？ 文 明 軽 石 埋 土

S E 16 0 ．3 0 ．10－ 0．1 3 浅 日宇 型 南 東 方 向 へ 走 行 ？ 硬 化 面 （1） 文 明 軽 石 埋 土

S E 17 0 ．4－ 2．1 －
浅 U 字 型 北 東 方 向 へ 走 行 ？ 硬 化 面 （1）

S E 1 8 0．8－ 1 ．2 0 ．03 －0 ．18 浅 日宇 型 北 西 方 向 へ 走 行 S E 2 ，17を切 る

S E 1 9 0．3 －0 ．4 0．0 3 浅 U 字 型 北 西 方 向 へ 走 行

S E 2 0 0．5 －0 ．7 0 ．0 3 浅 U 字 型 南 東 方 向 へ 走 行

S E 2 1 0．2 － 0．7 0 ．02 浅 U 字 型 東 方 向 へ 走 行

S E 2 2 0 ．2 － 0．5 0．10 － 0．15 浅 U 字 型 東 方 向 へ 走 行

S E 2 3 0 ．4 － 1．5 0．10－ 0．15 浅 日宇 型 東 方 向 へ 走 行

S E 2 4 0．3 － 1．0 0．10－ 0．20 浅 U 字 型 東 方 向 へ 走 行

S E 2 5 0 ．2 0 ．03 浅 U 字 型 南 東 方 向 へ 走 行

S E 2 6 0．7 － 0．9 0．10－ 0．20 浅 U 字 型 北 西 方 向 へ 走 行 S E 2 を切 る

S E 2 7 0．6 －0 ．8 0．20 － 0．30 浅 U 字 型 北 東 方 向 へ 走 行 S E 2 を切 る

S E 2 8 0．7 －0 ．9 0．30 － 0．40 U 字 型 北 西 方 向 へ 走 行

S E 2 9 1．2 － 1．5 0．40 － 0．55 U 字 型 南 西 方 向 へ カーブ しな がら走 行 埋 土 中 か ら龍 泉 窯 系 青 磁 （70）出 土

S E 3 0 0．7 5－ 1．0 0．15 － 0．25 U 字 型 北 東 方 向 へ 走 行

S E 3 1 0 ．8 － 1．2 0．40 － 0．50 U 字 型 北 東 及 び 北 西 方 向 へ 走 行 S E 30を切 る

S E 3 2 0 ．7－ 1．0 0．20 － 0．40 浅 U 字 型 北 方 向 へ 走 行

S E 33 0 ．7－ 0．9 0．15－ 0．25 浅 U 字 型 北 方 向 へ 走 行 S E 32 を切 る

S E 34 0 ．6－ 0．9 0．15－ 0．2 5 浅 日宇 型 北 方 向 へ 走 行

S E 3 5 1．2－ 2．0 0．3 5－ 0．57 U 字 型 緩 や か に にカーブしな がら両 方 向 へ 走 行

S E 3 6 0 ．7－ 0．8 5 0 ．15－ 0．30 浅 U 字 型 北 東 方 向 へ 走 行

S E 3 7 0 ．5－ 0．7 0 0 ．06－ 0．2 5 浅 U 字 型 北 東 方 向 へ 走 行

第1表溝状遺構一覧
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（3）道路状遺構（SF）

1号道路状遺構（SFl：第9～11図）

調査区の北西部、Ⅹ・Y－28グリッドからY・Z・AA－29グリッドにかけて検出された。検出全長

は直線距離にして約37．5mを測り、主軸はN－150　－Eと概ね北北西～南南西の方向を取るが、北端よ

り約26mの地点で緩くカーブしてN－420　－Eへと転じている。幅員は上面で約0．7－4．3m、深さは完

掘状態で最深部約1．6mを測るが、検出面は御地軽石層（第Ⅵ層）であるため本来はさらに規模の大きいも

のであったと推定される。断面は大きくⅤ字状を呈している。掘削は最も深い地点でP14火山層混入層

（第ⅩI層）まで達していた。硬化面は主として2箇所に認められた。一方は西側立ち上がりの中腹付近

にある傾斜変節点に乗るような状態で約6．2mにわたって検出された。硬化面から北側にも傾斜の変節

は認められ、あたかも傾斜を下っていくかのような様相であるため、この部分にも硬化面が存在した可

能性が高いと考えられる。硬化面は御池軽石を含む黒色土で形成されている（硬化面A）。他方は遺構底

面に非常に良好な状態で残存していた。茶褐色の鉄分が析出した層理面を介在する6枚の層が観察され

た。Pll火山灰を含む黒色土で形成されている（硬化面B）。

これら硬化面の前後関係について土層断面で観察してみると、硬化面Aを切るようにして硬化面Bを

伴う掘り込みがなされたことが明らかである。断面を提示した部分では、硬化面Aのちょうど反対側に

も同じような傾斜変節点があり、あたかも一連のものであるかのような印象を与えるが、他の部分では

傾斜の変節や硬化面が明瞭に認められず、さらにはこれを硬化面の痕跡と仮定するならば復元される路

面が約2．7mとなり、切り通しとしては、やや幅広の感が否めない。

よって硬化面Aが通行に耐えなくなったために中心を東側にずらしながら掘り下げて路面を再生して

いったものと考える。ただし硬化面Aの直後に硬化面Bが構築されたものか、あるいは幾度かの破損・

再掘削を繰り返した後、最終的に硬化面Bの深度に達したものかは、土層断面の観察からは明らかにで

きなかった。硬化面Bの下からピット列が検出されている。ピットは直線的距離にして約24mの間に37

基確認された。途中にピットの空自部分があるが、残存状態が明瞭でなかったためであり、前後と同様

な状態で残存していた可能性が高いと考えられる。ピットは長径約26－62cm，短径約19－43cmを測り、

一部不整形のものが認められるが多くは楕円形を呈している。また路面の主軸方向に直行するように長

径を持つピットが大半である。またこれらのピットのほとんどが道路状遺構の立ち上がりに切り込むよ

うなかたちで掘削されている点が注目される。

先述したように硬化面Bには鉄分の析出した層理面が多く観察される。これら層理面の性格としては

一枚一枚が路面であるか綿密な土木工事（版築）の痕跡であるかという二つの可能性が挙げられるが、立

ち上がりに切り込むピットのプランにくわえて、硬化面を形成する土がいずれもPll火山灰を含むきわ

めて等質な土であり、むしろ層理面の存在によってのみ分層が可能であること、さらに消極的ながら最

下の硬化面では路面としての幅員が不足するような印象があることなどから、後者の可能性が高いと判

断される。道路状遺構に伴うこうしたピット列は、近接する大岩田村ノ前遺跡からも検出されており、

いわゆる「波板状凹凸面」との関係が注目される。

そうした観点からピット列の掘り込まれた場所を検討してみると、比較的傾斜の急な箇所であること

が分かる。また一部のピットでは検出面で低レベル側にカーブの極を持つ三日月形の砂層が薄く堆積し

ていた。大岩田村ノ前遺跡の場合、報告書掲載の図面から判断する限り、本遺跡と異なる平坦な地形に
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構築された遺構であるにもかかわら

ずピット列が掘られているように見

えるが、水平に補助線を引いてみる

と、平坦な中でも凹地での水の流れ

てきやすい部分にのみピットがある

ことが分かる。これら2遺跡の所見

から結論を急ぐことはできないが、

排水の便を図るという説に首肯する

ところがある。また遺跡例の場合に

はそれに加えて、傾斜部の舗装（硬

化面B）の崩落することを防止する

といった目的があったかもしれない。

次に土層断面について検討を進め

てみたい。断面では文明3年（1471）

発生の桜島噴火による火山灰と同定

されている文明軽石の厚い堆積層が

観察された。第11図では文明軽石層

にうすく綱をかけてある。調査時の

所見ではこの層は不純物がほとんど

ない上、火山灰の粒径が下層ほど大

きく上層にいくにしたがって小さく

なっており、プライマリーな堆積と

考えられる。またその堆積層は硬化

面Bの真上にまで入り込んでいる。

土層断面を提示した部分ではたまた

ま大きく失われているが当初はおそ

らくレンズ状に堆積していたもので

あろう。その硬化面Bであるが、表

層は比較的艮好な状態で残存してい

①黒褐色土（10YR　2／1．5）細粒から粗粒の御池軽石を5％含む　硬化面を形成
②黒色土（10YR1．7／1）細粒から粗粒の御池軽石を10％含む　硬化面を形成

③黒色土（10YRl．85／1）pllなどのパミスを含む　弱粘質土　硬化面を形成

④黒色土（10YRl．7／1）pllなどのパミスを含む　弱粘質土　硬化面を形成
⑤黒色土（10YRl．85／）pllなどのパミスを含む　弱粘質土　硬化面を形成

⑥黒色土（10YRl．7／1）pllなどのパミスを含む　弱粘質土　硬化面を形成

⑦黒色土（10YRl．85／）pllなどのパミスを含む　鋸粘質土　硬化面を形成
⑧黒褐色土（10YR1．85／）pllなどのパミスを含む　弱粘質土　硬化面を形成

第11図1号道路状遺構実測図（部分）・土層断面図（S＝1！50）

た。これらの状況から、硬化面Bは文明軽石の降下によって直接路面がパックされたものと考えられる。

この点からすると少なくとも硬化面Bの使用年代は15世紀中葉と見なしてよい。

問題はその後の再編成がどのように行われたかである。先述したように土層断面提示部では文明軽石

層を大きく削るような掘り込みが認められるが、他の箇所では文明軽石がより良好な堆積状況を示して

おり、この部分については局所的な撹乱と考えたほうがよい。ただしより浅い掘り込みが全域にわたっ

てなされていることは確実で、また他の道路状遺構では文明軽石層の上面が硬化している状態が看取さ

れた。すなわち文明軽石降下により道路が埋没した直後から復旧が行われたことになる。なお復旧後、

この道路が最終的にいつまで使用されたかについては、遺構そのものから読み取ることは困難である。
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（4）土墳墓（SD）

1号土墳墓（SDl：第13図）

1号土墳墓はT－20グリッドの北側、南西から北東に緩やかに傾斜する斜面上に位置する。検出面は

第Vb層である。耕作による撹乱が及んでいたために、実際の掘り込み面よりもかなり下がった面での

遺構検出となっている。規模は長軸1．21m、短軸0．74mの隅丸方形プランを皇し、検出面からの深さは

6－14cmを測る。長軸方向はN－600　－Eを指す。埋土は文明軽石粒及び安永軽石粒（？）を20％程度含

んだ粘性の高い黒色土の単一層である。出土遣物は床面から10－14cm程の浮いた位置で、北側壁面より

で土師質の杯、東側壁面よりで鋳着した状態の銭貨7枚が出土している。南部九州で多く認められる事

例同様、7枚組の六道銭を副葬したものと想定される。

銭貨の詳細は第2表『1・2号土墳墓出土銭貨一覧』を参

照いただきたい。
ふるい

なお、覆土は節にかけたが人骨・鉄釘等は確認できなか

った。出土遣物は第12図に示している。61は土師質の杯で

ある。口唇部が3分の1程欠損しているがほぼ完形である。

調整は内外器面ともに軽軽による回転ナデが施されている。

外器面には部分的にススと鉄分が付着している。切り離し

は回転糸切り技法で、板状圧痕のないやや上げ底気味の底

部を持つ。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　一　一　一　一i　　　　　　」

第12図1号土墳墓出土遺物実測図（S＝1／3）

2号土墳墓（SD2：第13図）

1号土墳墓の南側2．4mの南西から北東へ緩やかに傾斜する斜面上に位置する。長軸1．34m、短軸0．76

m、検出面からの深さ約25cmを測る。隅丸方形プランを呈し、長軸方向はN－340　－Eを指す。検出面

は第Vb層である。壊底から25cm以上の上位は溝状遺構（SE2）等により削平を受けている。埋土は基

本的に黒色土層であるが文明・御池軽石の混入の様子で4層に分層している。第1層～3層には文明軽

石粒、第4層には文明軽石粒に加えて御池軽石粒が僅かに含まれている。出土遣物は、鋳着した状態の

銭貨が3地点（第13図北からRl・2・3と仮称する）、銭貨3枚が載った木質1点（第13図R4と仮称す

る）がほぼ床面で確認されている。北東部で検出した木質に載った3枚の銭貨は、上から「元祐通賓」

「崇寧適賓」、「元祐適賛」の順に重なっていた。残りの銭貨については短軸から20cm東側でほぼ直線

上に並んだ状態で、Rlは銭貨12枚、R2は8枚、R3は7枚、それぞれ鋳著した状態で確認されてい
せん　　　　　　　　　　　さし

る。また、各々の穿には特徴を同じくする絹が残存しているので、埋葬された時にはこれらの銭貨は一

本の縛に通された婚銭状のものであったと推測される。錆が著しく剥離できないため銭貨名が分からな

いものもあるが、「洪武適賓」が出土枚数の約4割近くを占めている。銭貨については第2表『1・

2号土墳墓出土銭貨一覧』を参照いただきたい。

なお、埋土は全て節にかけたが、骨片・鉄釘等は確認できなかった。木質は長さ65．0mm、幅47．0mm

厚さ8mmのスギ材である。おそらく木棺の一部であったと考える。
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く1号土墳墓〉

く2号土墳墓〉

0

①黒色土（10YR1．7／1）

粗粒砂相当の文明軽石粒および安永軽石粒（？）

を20％程度含む　しまりは地山の第Ⅴ層よりやや
弱い　粘性は高い

①黒色土（10YR1．85／1）

径2－5mmの文明軽石粒を約15％程度

同サイズの安永軽石（？）を5％程度含む

しまり弱く粘性低い

②黒色土（10YR　2．5／1）

径2－5mmの文明軽石粒を約20％程度

同サイズの安永軽石粒（？）を7％程度含む

さらにしまり弱く粘性低い

③黒色土（10YR　2／1）

色調以外の層相は②と同じ

④黒色土（10YR　2／1）

（丑と同サイズの文明軽石・安永軽石（？）をそれぞれ

5％、3％程度含む他、御池軽石を3％程度含む

しまり弱く粘性低い

50　　　　　　　　　　　　100cm

第13図1・2号土墳墓実測図（S＝1／20）

図版2　A区1号土壌墓検出状況
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図版3　A区2号土墳墓完掘状況



出土遺 構 挿 図番 号 銭 貨名 王朝 初 鋳年 外 径 （mm） 内径 （mm） 重 量（g ） 備　 考

S D l 1 洪武 適賛 明 13 68年 23．2 18．6 2．5 一 部欠 損

S D l － 祥符 元賓 北宋 10 08年 23．6 19．0 1．7 一 部欠 損

S D l 2 洪武 適 賓 明 13 68年 22．9 2 0．4 2．8

S D l 3 洪武 通 算 明 13 68年 22．9 19．1 2．5

S D l 4 洪武 適 賛 明 13 68年 23．6 18．8 2．8

S D l 5 景 祐通 質 北宋 10 34年 23．2 19．1 2．6

S D l －
洪 武通 賛 明 13 68年 ？ ？ 0．8 一 部 欠損

S D 2

－

？ ？ ？ 22．6 －
（2．6）

（R l）一部 欠損

S D 2 ？ ？ ？ 2 1．6 － （R l）一 部欠損

S D 2 6 無 文銭 （？） ？ ？ 2 1．8 － 1．6 （R l）

S D 2 7 無 文銭 （？） ？ ？ 20．9 － 1．3 （R l）一 部欠損

S D 2 8 洪 武 通賓 明 13 68年 22．1 19．1 2．2 （R l）一 部欠損

S D 2

9

無 文銭 （？） ？ ？ 20．1 18．7

（5．8）

（R l）

S D 2 ？ ？ ？ ？ ？ （R l）

S D 2 ？ ？ ？ ？ ？ （R l）

S D 2 洪 武 通賓 明 13 68年 2 1．6 19．0 （R l ）

S D 2 10 洪 武通 算 明 13 68年 2 1．5 18．2 1．4 （R l ）一部 欠損

S D 2 11 洪 武通 算 明 13 68年 21．0 17．6 1．4 （R l ）一部 欠損

S D 2 －
洪 武通 質 明 13 68年 21．4 17．9 0．9 （R l ）一部 欠損

S D 2

12

洪 武通 賛 明 13 68年 19．3 17．5

（2．4）

（R 2 ）

S D 2 ？ ？ ？ 2 1．6 －
（R 2 ）一部 欠損

S D 2 13 無 文銭 （？） ？ ？ 19．8 － 0．9 （R 2 ）

S D 2 14 洪 武 適賛 明 13 68年 2 1．3 18．7 1．3 （R 2 ）一 部欠損

S D 2 15 洪 武 通算 明 13 68年 22．5 19．4 1．0 （R 2 ）一 部欠損

S D 2 16 洪 武 通賓 明 1368年 19．4 16．8 1．2 （R 2 ）

S D 2 17 無 文銭 （？） ？ ？ 18．9 － 0．7 （R 2 ）

S D 2 18 無 文銭 （？） ？ ？ 20．3 － 1．2 （R 2 ）一 部欠損

S D 2 － ？ ？ ？ 22．2 18．1 1．4 （R 3 ）

S D 2

19

？ ？ ？ 20．6 ？

（2．5）

（R 3 ）一 部欠損

S D 2 洪 武 適賓 明 1368年 2 1．4 17．4 （R 3 ）一 部欠損

S D 2 20 無 文銭 （？） ？ ？ 22．4 20．0 2．2 （R 3 ）一 部欠損

S D 2 21 無 文銭 （？） ？ ？ 2 1．8 19．6 1．8 （R 3 ）一 部欠 損

S D 2 22 洪 武道 賓 明 1368年 19．8 17．0 1．1 （R 3 ）

S D 2 23 洪 武 適賓 明 1368年 19．7 17．7 1．0 （R 3 ）一 部 欠損

S D 2 24 元 祐 通貨 北 宋 108 6年 30．0 23．2 7．0 （R 4 ）折 二銭 蒙 書

S D 2 25 崇 寧適貸 北 宋 1102年 34．8 30．8 8．8 （R 4 ）当十銭 一 部欠損

S D 2 26 元 祐通 算 北 宋 108 6年 29．7 22．3 6．5 （R 4 ）折 二銭 行 書

第2表1・2号土墳墓出土銭貨一覧
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第14図1・2号土墳墓出土銭貨拓影（S＝1／1）
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（5）柵列（第15図）

調査区のR－27・28グリッドの北側で確認された。検出面は第Vb層上面である。柱

穴は北東方向に6基、北西方向に4基がほぼ直線上で並んで検出された。80cm前後の間

隔で配置されており、径が約8－14cmの円形を呈し、検出面からの深さは5－23cmある。

柱穴からの遺物の出土はなく、構築時期及びその性格、機能等については不明である。

（6）ピット群（第5図）

調査区内より3，000基余りのピットを検出している。

確認面は第Vb層である。調査区西部および北部で密

集が見られる。これらのピット群は縄文・弥生両期に

わたる遺構と推定されるが、共伴遺物も極少であり、

規則性にも乏しかったので、その性格、機能などは特

定できなかった。

（7）包含層出土遣物（第16～18図）

第Ⅳ層（文明軽石を含む黒色土層）

及び第Ⅴ層（御池軽石を含む黒色土層）

から出土している。出土遣物は約

1，300点であるが細片が多く図化で

きたものは僅か44点である。1－

28は縄文土器の深・浅鉢、42－56

は弥生土器の碧である。第16－18

図に図示・掲載する。

◎　　　　◎　　　◎

160．600m

0　　　　　　　　　　　　　　1

第15回　棚列ピット配置図（S＝1！40）

縄文土器（第16・17・18図1～28）

1．全面横位のナデによる調整が施されている。外面は部分的に薄くススが付着する。

2．内器面に指頭圧痕が残る。器面調整は全面ナデで、外器面は全体に真っ黒くススが付着している。

3．精製浅鉢である。胴部が屈曲し、口線端部は内湾している。口唇部直下外面には凹線が巡る。内外

面ともミガキ調整を施し、内器面は部分的に炭化物の付着が見られる。

4．精製浅鉢で縄文晩期に比定される黒川式土器である。口唇部直下外面には沈線が巡る。

5．口唇端部外面に沈線が巡り、その下位の肥厚した部分には貝殻文が施されている。外面にはススが

付着している。

6．口唇部内面は剥落している。口緑部をやや肥厚させ、口唇部下位に2条の平行沈線を巡らしている。

外器面には丁寧なナデが施され、ススの付着が見られる。

7．粗製土器である。口縁部に断面三角形の幅広の粘土帯を貼付けており、口縁部に向かって僅かに外

反する。内外面とも風化が著しく調整は不明である。外面にはススが付着する。
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8■　口縁が若干肥厚する。器面調整は外面は斜め方向の条痕後横ナデ、内面は横方向の条痕が施されて

いる。

9・口唇部直下に断面三角形の貼付突帯を有し、外面には全体的に薄くススが付着する。

10・口緑部に向かってわずかに開く器形である。口唇部下2cmに径5mmの穿孔が施してある。外器面は

風化が著しく調整は不明である。

11】精製浅鉢である。蜜清田こ凹線を有する。外器面は横位のミガキ、内器面は風化し調整は不明である。

外器面は部分的にススの付着が見られる。

12・胴部は「く」字状に屈曲し、口縁部は外湾していくものと思われる。外器面はススの付着が著しい。

13・三角形の貼付け突帯に浅い刻み目が施されている。内外器面は横方向の条痕後ナデが施している。

突帯下位にはススの付着が見られる。

141精製浅鉢で縄文晩期に比定される黒川式土器である。胴部が屈曲し、口縁部は短く外反する。口唇

部直下外面には沈線が巡る。調整は内外面ともに口緑部から胴部上半は横位のミガキ、胴部下半は丁

寧なナデが施してある。

15・浅い刻み目を持つ貼付突帯を有する。外面にはススが付着し、内外面はナデにより仕上げられてい

る。

16・精製浅鉢である。口縁部が「く」字状に短く外反しており、口縁部内面には段を有す。内外器面と

もミガキ調整であるが、一部風化している。

17・精製浅鉢である。胴部は屈折している。口縁部は弧状に屈曲し、口縁端部は直線的に立ち上がり、

口唇部直下外面には沈線を巡らしている。外面にススの付着が見られる。

18・頚部に蝶ネクタイ状の貼付けを有する。外器面はススが付着している。

19∫粗製土器である。部分的に剥落しているが、横方向にやや深い沈線、斜め方向に平行な細く浅い沈

線が施されている。外器面には全体的にススが付着する。

20・精製浅鉢である。胴部屈曲部に蝶ネクタイ状の貼付突帯を有する。内外面の調整はミガキである。

21■精製浅鉢である。口縁部外面が屈曲し内面には段を有する。内外面は横方向のミガキ調整である。

22．7と同一個体である。外器面にススの付着が見られる。

23・粗製深鉢である。内外面とも風化ぎみで、胴部下位にはススの付着が見られる。

24・底部は貼付であり、貼付痕を指によりナデ消している。器面調整は内外面ともナデである。

25・底部の立ち上がりは直線的である。器面調整は底面はケズリ、外面は横ナデ後、縦・斜め方向のミ

ガキ、内面はナデ調整である。

26■平底を呈し、底部外面は張り出している。内面には炭化物の付着が見られる。

27L底部外面端部が張り出している。全面ナデによる器面調整が行われている。

28・底部が張り出さず直線的に立ち上がる器形を呈すると思われる。外器面には丁寧な縦方向のナデが

施されており、部分的にススの付着が見られる。
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弥生土器（第18図　42～56）

42．2条の断面三角形の貼付突帯を有する。内外面ともに風化が著しく調整は不明である。

43．口縁部端部に逆「L」字形の貼付突帯を有し、口縁部には凹線が見られる。器面調整は外面が横位

のミガキ、内面はナデである。

44．突帯はつまみ出しにより作られており、口唇部上面は平坦である。内外器面ともにナデ調整である。

外面には全面ススの付着が見られる。

45．口緑部端部に逆「L」字形の貼付突帯を有し、口縁部には凹線が見られる。口縁部外面に段を有す

る。

46～49．2－3条の断面三角形の貼付突帯を巡らす。いずれもナデによる調整が施されているが、風化

ぎみである。

50～54⊥　2－4条の断面三角形の粗雑な突帯をもち、各突帯には爪で斜め方向の刻み目が施されている。

この突帯が貼付によるものか、つまみ出しによるものかは不明である。内外面ともナデによる調整が

行われている。

55．3条の断面三角形の貼付突帯を巡らしている。上2本の突帯下部直下にはへラ痕跡を残す。調整は

外面が横位のナデ、内面はナデである。

56．口唇部上面は水平であり浅い刻み目が施されている。器面調整は外面が横方向のミガキ、内面は横

方向のナデである。外面は部分的にススが付着する

雲≡葦芸子「＿．芋華、t嘲　　4

遜癖鞄酎由嘩

痛感改戒鯖節　貞威

喝豊童増税

10cm

」⊥＿L」＿＿」⊥＿＿＿＿＿　　　」

第16図　A区出土遣物実測図（1）（S＝1／3）
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第17図　A区出土遺物実測図（2）（S＝1／3）
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第18図　A区出土遺物実測図（3）（S＝1／3）
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第4節　B区の調査

1．調査の概要

B区では、道路敷設部分の700I正（約11mX約70m）の調査を行った。現代の耕作に依る撹乱が随所で

及んでいたが、第Va層上面で遺構検出を行った結果、土坑（1基）、ピット群が確認されている。遣物

は53点（1．1kg）が出土している。内訳は縄文土器片35点（0．45kg）、弥生土器片18点（0．65kg）である。そ

の後、第Ⅵ層上面（御池軽石層）まで掘り下げ、遺構の確認を行ったが認められなかったため調査を終了

した。

以下、遺構ごとにその特徴と出土遣物について記述する。

2．遺構と遺物

（1）土坑（SC）

1号土坑（SCl：第20図）

1号土坑は、AU－41グリッドの南西隅に位置する。規模は長軸2．8m、短軸1．94m、検出面からの深

さは8．0－24．0cmを測る。隅丸長方形プランを呈し、長軸方向はほとんど東西の軸にのっている。検出面

は第Va層であり、南側の3分の2程を調査の際の不注意により掘りすぎてしまっている。床面は平坦

で、ほぼ床面で弥生土器片が13点出土している。埋土は黒色土で御池軽石粒の混入の割合で4層に分層

している。出土遺物は第21図に示している。57、58はいずれも弥生土器の碧である。

57．胴部である。1条の断面三角形の貼付突帯をもち、調整は外面が横方向のナデ、内面は斜め方向の

ナデである。外面には薄くススが付着する。

58．底部である。厚みのある平底を呈し、底部から胴部に向かってシャープに立ち上がる。器面調整は

外面が横位の刷毛目、内面はナデである。内部底面に炭化物が付着する。

（2）ピット群（第19図）

調査区内、第Va層で約120基のピットを検出した。調査区全域に分布しているが、中央部やや南側

で集中が見られる。ピットの規模は経20－40cm、深さ20－40cmで円形及び楕円形を呈する。埋土の状況

（文明軽石の混入の度合）で3種類に分類した。これらのピット群は中世の遺構と推定されるが、供伴遺

物もなく、規則性にも乏しかったので、その性格機能等については特定できなかった。

（3）包含層出土遺物（第21図）

第Ⅳ層および第Ⅴ層から出土しているが、遣物数は土坑内も含めても僅かに53点である。29は縄文土

器の深鉢、59、60は弥生土器の賓である。第21図に図示・掲載する

29．胴部であり、やや「く」字状に屈曲する。外面にはへラ撫でが施されている。

59．口縁部である。「L」字状の口縁を呈し、口縁部上面は幅広の平坦面である。突帯貼付部には明瞭

な指押さえ痕跡を残す。

60Ⅰ胴部である。断面台形状の貼付突帯を有する。外面にはやや不明瞭であるがススが付着する。
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第19図　B区遺構分布図（S＝1！300）

非粘質土　径1mmの御地軽石粒をごくわずかに混入　しまりなし
非粘質土　径1mmの御地軽石粒をわずかに混入　しまり弱い
非粘質土　径1mmの御池軽石粒を多く混入しまり若干あり
弱粘質土　径1mmの御地軽石粒を密に混入　径2mmの御池軽石
粒をわずかに混入　しまりあり
0　　　　　　　1m

ト，，．，」

第20図1号土抗実測図（S＝1！40）
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第21図　B区出土遺物実測因（S＝1！3）
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第5節　C区の調査

1．調査の概要

C区は面積9，300I正、標高161－163mの北向きの緩斜面である。調査は第ⅣC層一第Va・b層を人

力で掘り下げながら遺構検出をおこなった。その結果、竪穴住居跡（1軒）、掘立柱建物跡（1軒）、溝状

遺構（1条）、土坑（4基）、ピット群を確認している（第22図）。遺物は約320点（7．5kg）が出土し、内訳

は縄文土器片230点（5．6kg）、弥生土器片40点（0．6kg）等である。

C区の調査終了後、道路敷設部分に1号トレンチ～4号トレンチ（5mX20m）、調査区南端に5号ト

レンチ（5mX5m）、A区北端に6号トレンチ（5mX8m）の計6ヵ所で、第Ⅶ層以下の遺物包含層の

確認を行った。その結果、縄文時代前期の土器片1点と旧石器時代の細石刃石器群を確認することがで

きた。なお、『道路敷設部分の調査』については第6節を参照いただきたい。

以下、遺構毎にその特徴と出土遺物について記述する。

2．遺構と遺物

（1）竪穴住居跡（SA）

1号住居跡（SAl：第23図）

1号住居跡はE－12グリッド北部の東向きの緩斜面で確認した。第Va・b層での検出を試みたが、

黒色土での遺構検出は難しく、検出面は第Ⅵ層の御池軽石層上面まで下がってしまった。そのため、壁

の立ち上がり等は確認できなかった。さらに、東西に走行する現代の撹乱をうけているなど、現状は決

して良好ではなかった。主柱穴は中央に1基で、径が30～60cm、深さ30cmである。壁際には約16－28cm、

深さ12－28cmのピット約10基が確認されている。遺構の床面と比定される部分は、ほぼ平坦である。ピ

ットの配置から住居跡と比定される部分は楕円形プランを呈し、長軸3．0m、短軸2．4mを測り、長軸方

向はN－430－Wを指す。縄文時代後期後葉から晩期前葉にかけての住居跡ではないかと考えている。

（2）掘立柱建物跡（SB）

1号掘立柱建物跡（SBl：第24図）

1号掘立柱建物跡は、P－16グリッドのほぼ中央に位置し、南1mに2号土坑がある。構造は桁行1

間、梁行1間の東西棟である。規模は桁行2．06m、梁行1．60mを測る。棟方位はN－820－Wを指す。

柱穴の掘方は東側柱の北から第1柱が長軸0．42m、第2柱が長軸0．40m、西側柱の北から第1柱が長軸

0・38m、第2柱が長軸0．36mのいずれも楕円形を呈し、深さ0．3－0．6mを測る。構築時期及び性格につい

ては不明である。また、遺構に共伴する遣物は出土していない。

（3）溝状遺構（SE）

1号溝状遺構（SEl：第25図）

1号溝状遺構は、R－12グリッドに位置する。溝の北側は調査区外に延びる。第Vb層上面で検出し
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図版4　C区1号堅穴住居跡完掘状況
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第23図1号竪穴住居跡実測図（S＝1！60）

0　　　　　　　　　1　　　　　　　　2m

第24図1号掘立柱建物跡実測因（S＝1／60）

図版5　C区1号掘立柱建物跡完掘状況



第25図1号溝状遺構実測図（S＝1／60）
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①黒色土（10YR1．7／1）

御池軽石（径1－5mm）を約20％含む

しまり強く　粘性弱い

②黒色土（10YR2／1）

御池軽石の粒径が全体的に大きくなり（径
1－10mm）を約40％含む

しまり強い　粘性は①層よりある

③黒褐色土（10YR2／2）

御池軽石（径1～10mm）の混入が著し
く70－80％を占める　しまり強く　粘性

はほとんどなくパサバサした感じ

0　　　　　　　　　　　　　　1 2m

第26図1～4号土抗実測図（S＝1／40）
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た。長さ5・Om、満幅0．6－1．04m、検出面からの深さは最深部で0．36mを測る。南から北に緩やかに傾斜

している。構築時期及び性格については不明である。出土遣物はない。

（4）土坑（SC）

1号土坑（SCl：第26図）

1号土坑はG－9グリッドの南側に位置する。長軸方向はN－350－Eを指す。規模は長軸0．86m、

短軸0・70mの楕円形を呈し、検出面からの深さ0．36mを測る。埋土は黒色土で御池軽石の混入の割合で

3層に分層できる。

2号土坑（SC2：第26図）

2号土坑はR－12グリッドの北西隅に位置する。長軸方向はN－460－Eを指す。長軸1．40m、短軸

1．16m、検出面からの深さ0．6mの楕円形を呈する。

3号土坑（SC3：第26図）

3号土坑はJ－4グリッドの北東側に位置する。長軸1．50m、短軸1．30m、検出面からの深さ0．7mの

不整形プランを呈する。長軸方向はN－400－Eである。

4号土坑（SC4：第26図）

4号土坑はP－16グリッドの西側に位置し、長軸方向はN－50－Wを指す。規模は長軸0．90m、短

軸0．90mのほぼ円形をなし、検出面からの深さ0．4mを測る。

1号土坑～4号土坑については、出土遣物もなく、構築時期及び用途については不明である。

（5）ピット群（第22図）

第Vb層で約300基のピットを検出している。調査区内のほぼ中央部と南東部で集中が見られる。ピ

ットの規模は径20～60cm、深さ10－60cmで円形及び楕円形を呈する。A区で検出されたピット群と同様

に縄文・弥生両期にわたる遺構と推定されるが、共伴遺物も極少であり、規則性もなかったので、その

性格・機能を特定できていない。

（6）包含層出土遣物（第27・28図）

第ⅣC層（文明軽石を含む黒色土層）及び第Va・b層（御池軽石を含む黒色土層）から出土している。

出土遺物は約260点（5．2kg）であったが、殆どが細片であったり或いは摩耗が激しいために図化できた

ものは僅か12点である。30－41は全て縄文土器の鉢である。第27・28図に図示・掲載する。なお、弥生

土器は全て細片で部位等が不明のため図化していない。

縄文土器（第27・28図　30～41）

弧　口唇部は殆どが剥落している。器面調整は外面が横ナデ、内面は丁寧な横ナデが施されている。

外面には薄くススが付着している。

31．口唇部上面に水平面を有し、器面調整は全面にミガキに近い丁寧な横ナデである。

32′　口唇部上面に水平面を持つ。内外面の調整はミガキに近い丁寧な横ナデである。外器面には薄く

ススが付着している。
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33，口唇部は横ナデにより平坦に成形されている。器面調整は外器面は斜め、内器面は横のミガキに近

いナデが施されている。外器面にはスス、内器面には炭化物が付着している。

34．口縁部に向かって僅かに外反する。内外器面ナデ調整で、外器面には部分的にススが付着する。

35．本調査で最も大きい出土遣物である。口縁部が肥厚し、胴部が膨らむ器形である。口縁部外面と肩

部に口縁部が肥厚し、胴部が膨らむ器形である。口縁部外面と肩部に凹線文や凹点文を施している。

外器面は口辺部が横方向に、胴部の上部が横・斜め方向、下部が縦方向に研磨されているが、部分的

にススが付着している。

36．口縁部はやや外反ぎみに屈曲している。風化が著しいく調整は不明である。外面全体にススが付着

する。

37．2条の平行な凹線文を巡らした後、楕円形押圧を施している。器面調整は外面は丁寧なナデ、内面

もナデである。

38，内外器面はナデ調整である。外器面には部分的にススの付着が見られる。

39．底部は厚みのない平底でやや外反しながら立ち上がる。内面には炭化物、外面にはススが部分的に

付着している。全体的に風化し調整は不明である。

40．厚みのある平底で、胴部へ直線的に立ち上がる。外面はミガキ、内面はナデ調整である。内面には

部分的に炭化物が付着している。

41．上げ底状であり、胴部への立ち上がりは直線的である。底部内面には炭化物がかなり厚く付着して

ている。

茸略。噸

一二二∴二三三
10cm

」＿＿＿1＿　L　＿」⊥⊥‥＿‥＿＿　＿…‥」

第27図　C区出土遺物実測図（1）（S＝1／3）
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第28図　C図出土遺物実測図（2）（S＝1／3）
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第6節　道路敷設部分の調査

道路敷設予定地の区域内に5箇所、他に1箇所のトレンチを設定し（第29図）、シラス（第XI層）直上

まで掘り下げをおこない、遣物包含層の確認を試みた。当遺跡の周辺では、アカホヤ火山灰層（第‡Ⅲ層）

が良好に堆積することから、当初、縄文時代早期の遣物包含層の確認が期待された。しかしながら、1

－4・6号トレンチでは、土器片の出土はみられず、当該期に属する石鉾を検出したのみであり、5号

トレンチにおいてPlL1火山灰層の下層（第Ⅹ工b層）中に土器片1点を確認するにとどまった。これとても

細片であり、特徴を把握することは困難なため、図化はおこなっていない。層位的に判断するならば縄

文時代早期前半の位置付けが与えられよう。各トレンチ毎の遣物出土状況はつぎのとおりである。

1号トレンチ　本トレンチでは、遺物の出土は認められない。

2号トレンチ　第‡Ⅱ一第ⅩⅤ層にかけて剥片5点を検出した。（第33図）

3号トレンチ　第Ⅹa層中よ’り石核を1点、第ⅩⅢ一第W層にかけて、細石刃核2点、細石刃4点、

剥片5点、砕片7点を検出した。（第34図）

4号トレンチ　第Ⅲb層中より右舷1点を検出した。（第35図）

5号トレンチ　第Ⅲb層中より石嫉1点、土器片1点を検出した。（第36図）

6号トレンチ　第Ⅶ層中より石鉢1点を検出した。（第37図）

3号トレンチにおいて出土した剥片5点以外の遺物については図化をおこなっている（第31・32図）。

なお、以下におこなう説明の便宜のため、石器に使用された黒曜石について、以下の類型を設ける。

黒曜石A類　爽雑物は少なく、黒色・透明を呈する比較的良好な石質。原礫面は細かな凹凸を有し

ザラザラとした印象を受ける。

黒曜石B類　石質は概ね良好であるが、A類と比較し混入物が目立つ。黒色もしくは灰黒色を皇し

透明感を有する。風化により肌がヌメっとした印象を与えるようになることが、この

石材の特徴である。

以下、個別の遺物について述べていく（第31・32図）。

細石刃（1－4）1は完形品であり、背面左側緑上部には微細な剥離痕が観察される。平坦な単剥離

打面を有する。頭部形状は台形を皇し、頭部調整が施されている（1）。2は複剥離打面を有し、頭部調

整は観察されない。頭部形状は台形を呈する。背面左側の末端部に破損がみられるが、意図的な折断と

は考えにくい。この破損以前に主要剥離面とは逆方向からの剥離痕が観察される。3・4はいずれも背

面に原礫面を残し、これともう一方の剥離面とが形成する稜上から二次加工が施されている。この二次

加工はいずれも主要剥離面に切られており、細石刃剥離作業以前におこなわれていた作業面調整にあた

るものと考えられる。3・4ともに原礫面を打面としており、頭部調整はみられない。上記の稜上調整

により、頭部形状は改変を受けている。使用石材は4点いずれも黒曜石A類である。

細石刃核（8・9）8は計3両の作業面を有し、a面→b面→C面の順に打面転移をなされたことが

推定できる。a面の剥離角は840、C面の剥離面は810　を測る。9の最終作業面であるa面の剥離角は

700　を測る。b面に観察される剥離痕についてはa面における細石刃剥離のための打面調整とも考えら

れる。いずれの細石刃核も黒曜石A類の小礫を用いている。
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剥片（5－7，10－16）5は背面に残る原礫面の観察から、小礫素材からの剥離が推定される。連続

して小型の縦長剥片が剥取されていることから、幅広の細石刃である可能性もあるが、主要剥離面にツ

インバルブを有するため、ここでは剥片と認定した。6・7はいずれも小型の不定形剥片である。10は

原礫面を打面する剥片である。11は背面側からの加圧により折損している。以上、7－11は3号トレン

チからの出土であり、11に黒曜石B類が用いられる他は、黒曜石A類を使用石材としている。

12－14はいずれも黒曜石B類を使用した剥片である。15・16は貢岩質の石材を用いた剥片である。

15には折れ状の剥離面が複数みられるが、被熱によるハジケ痕の可能性も考えられる。頭部調整が施さ

れている。16は、おそらく剥片剥離時の衝撃により、バルブ付近を起点として縦に亀裂が走り、剥片が

半割されている。背面の剥片末端部および打面には原礫面が残存しており、そのカーブの度合いから、

おおよそ拳大程度の原石形状が想定されよう。打面調整および頭部調整が観察される。以上12－17は2

号トレンチからの出土である。

17は形態的特徴は細石刃核としてさし支えないものであるが、出土層位がアカホヤ直下のXa層であ

ること。下位に存在する細石刃石器群とは石材も異なり、垂直分布のうえでも連続性が認められること

から、縄文時代早期後半の所産と考えたい。なお、『大岩田上村遺跡』（宮崎県埋蔵文化財センター発

掘調査報告書第38集2001）では図示はしていないが、文中において「第Ⅹa層中より二次加工の有る剥

片を1点」と記したが、ここで石核と訂正する。

18－20はそれぞれ4号トレンチ～6号トレンチから出土した右膝である。

使用石材の斉一性、出土レベルのまとまりから判断するならば、11をのぞく3号トレンチ出土の遣物

は細石刃石器群に属するものと捉えることが妥当であろう。また、ナイフ形石器などの成品の出土はみ

ていないが、2号トレンチ出土の遣物の少なくともその一部および3号トレンチ出土の11については、

その出土層位から推して、細石刃石器群を遡る時期の所産である可能性が高いものと考える。

遣物の出土がみられなかった他のトレンチも含めて、その地層堆積の観察所見からは、上記の石器群

が残された当時のC区付近の地形は、比較的起伏に富んだ、現在よりもやや複雑な景観であったことが

想像される。自然科学分析の結果なども踏まえ、これらの石器群がいかなる要因でこの地に残されるこ

とになったのか、今後、考究の余地があろう。

＜参考・引用文献＞

（1）頭部調整および頭部形状の類型については、下記の文献を参考にした。

宮田栄二「細片刃の打面と頭部調整について－細石刃製作技術の追求のために－」『九州旧石器』第4号　橘昌信先生還暦記念特集号　九州旧

石器文化研究会2000
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第35図　4号トレンチ遣物出土状況
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第36図　5号トレンチ遣物出土状況
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第37図　6号トレンチ遺物出土状況

図版6　細石刃と細石刃核（S≒1！1番号は第31図に対応）
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第Ⅱ章　自然科学分析の結果

第1節　土層とテフラ

（株）古環境研究所

1．はじめに

宮崎県南部に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には、姶良、鬼界、霧島など多くの火山

に由来するテフラ（火山砕屑物，いわゆる火山灰）が多く認められる。テフラの中には、噴出年代が明ら

かにされている示標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物

包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

そこで、年代の不明な土層が検出された大岩田上村遺跡においても、地質調査を行って土層の層序を

記載するとともに、採取された試料を対象にテフラ検出分析と屈折率測定を行って示標テフラの層位を

把握し、土層の年代に関する資料を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、深掘トレ

ンチである（C区道路敷設部分確認トレンチ）。

2．土層の層序

深掘トレンチでは、下位より灰色砂層（層厚20皿以上）、黄灰色砂層（層厚17cm）円磨された黄色軽石

混じり灰色砂層（層厚9cm、軽石の最大径42mm）、灰褐色砂質土（層厚26cm）、橙色軽石混じり褐色土（層

厚24cm、軽石の最大径5mm）、若干色調が暗い褐色土（層厚26cm）、黄色軽石混じりで若干色調が暗い褐

色土（層厚13cm、軽石の最大径4皿）、黄色細粒火山灰層のブロックや黄色軽石を含む褐色土（層厚7cm、

軽石の最大径6皿）、暗褐色土（層厚12cm）、黒褐色土（層厚15cm）、黄色軽石を多く含み赤褐色スコリア

を少量含む黒褐色土（層厚7cm、軽石の最大径9mm、スコリアの最大径2mm）、黄色軽石に富み赤褐色

スコリアを少量含む黒褐色土（層厚13cm、軽石の最大径17mm、スコリアの最大径2mm）、黄色軽石を多

く含む黒色土（層厚6cm、軽石の最大径6皿）、黒色土（層厚7cm）、黒褐色土（層厚4cm）、成層した

テフラ層（層厚37cm）、暗灰色土（層厚7cm）、灰色粗粒火山灰混じり黒色土（層厚20cm）、黄色軽石を多

く含む黒色土（層厚4cm、軽石の最大径5mm）、黄色軽石層（層厚24cm、軽石の最大径16mm、石質岩片の

最大径2皿）、黄色軽石を多く含む暗灰色土（層厚29cm、軽石の最大径6mm）、暗灰色土（層厚16cm）が

認められる（図1）。

これらのうち、成層したテフラ層は、下部の褐色火山豆石を含む黄色軽石層（層厚3cm、軽石の最大

径14mm、火山豆石の最大径4m）と、上部の正の級化構造をもつ火山灰層（層厚34cm）からなる。火山

灰層の下部（層厚7cm）は粗粒火山灰に富み、黄灰色を呈する。一方、その上部（層厚27cm）は、橙色細

粒火山灰からなる。このテフラ層は、その層相から約6，300年前★1に鬼界カルデラから噴出した鬼界ア

カホヤ火山灰（KAh，町田・新井，1978）に同定される。

3．テフラ検出分析

（1）分析試料と分析方法

深掘トレンチにおいて基本的に厚さ5cmごとに採取された試料のうち、5cmおきの試料を中心とした
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16点を対象にテフラ検出成分析を行い、示標テフラの降灰層準の把握を行った。分析の手順は、次の通

りである。

1）試料15gを秤量。

2）超音波洗浄により泥分を除去。

3）800Cで恒温乾燥。

4）分析備により、1／4－1／8mの粒子を節別。

5）実体顕微鏡によりテフラ粒子の特徴や量を観察。

（2）分析結果

テフラ検出分析の結果を表1に示す。軽石としては、試料18（軽石の最大径1．6m）、試料15－9、試

料6－2に、スポンジ状に発泡した白色軽石が認められた。とくに、試料14から11にかけて（軽石の最

大径43皿）と、試料4－2（軽石の最大径29m）に比較的多く含まれている。

火山ガラスはいずれの試料からも検出された。K－Ahより下位の試料には、約2．4－2．5万年前★1に姶良

カルデラから噴出した姶良大戸火砕流堆積物（んIto，荒牧，1969，町田・新井，1976）とそれに伴う姶良

Tn火山灰（AT，町田・新井，1976，1992，松本ほか，1987，池田ほか，1995）に由来すると考えられる

透明なバブル型ガラスが含まれている。また、K－Ahの上位では、そのほかにK－Ahに由来する淡褐色や

褐色のバブル型ガラスが認められるようになる。試料21には、繊維束状に発泡した軽石型ガラスが特徴

的に含まれている。

層相と以上の分析結果を合わせると、肉眼で認められたテフラ層のほかに、下位より試料21、試料18

付近、14付近、試料4付近にテフラの降灰層準があると考えられる。

4．屈折率測定

（1）測定試料と測定方法

土層観察およびテフラ検出分析によって検出されたテフラと、示標テフラとの同定精度を向上させる

ために、4試料について温度一定型屈折率測定法（新井，1972，1993）により屈折率の測定を行うことに

なった。

（2）測定結果

屈折率測定の結果を、表2に示す。試料21に含まれるテフラの火山ガラス（n）の屈折率は、1．499－

1・510である。重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石が含まれている。斜方輝石（γ）の屈折率は、1．710－

1．714である。試料18に含まれるテフラの火山ガラス（n）の屈折率は、1．499－1．509である。垂鉱物としては、

斜方輝石や単斜輝石が含まれている。斜方輝石（γ）の屈折率は、1．705－1．708である。

試料4には、垂鉱物として斜方輝石や単斜輝石のほかに、ごく少量の角閃石が認められる。斜方輝石

（γ）と角閃石（n2）の屈折率は、各々1．711－1．714と1．674－1．676である。さらに試料1の軽石層に含まれる

火山ガラス（n）の屈折率は、1．509－1．511である。垂鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石が含まれている。

斜方輝石（γ）の屈折率は、1．724－1．729である。
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5．考察一示標テフラとの同定とその層位について

試料21に降灰層準のあるテフラは、層相、火山ガラスの形態や屈折率（低い屈折率のガラスはA－It。あ

るいはAT起源）、さらに斜方輝石の屈折率などから、約1．15万年前★1に桜島火山から噴出した桜島薩摩

テフラ（Sz－S，小林，1986，町田・新井，1992，奥野，1996）と考えられる。試料18付近に降灰層準があ

るテフラは、斜方輝石の屈折率を、約9，500年前☆1に桜島火山から噴出した桜島13テフラ胆13，小林，1986，

奥野，1996）のそれ（γ：1．709－1．713，古環境研究所，未公表資料）と比較すると低い。したがって、約

8，000年前★1に桜島火山から噴出した桜島12テフラ（P－12，小林，1986，奥野，1996）に由来している可能

性が考えられる。しかし、桜島火山起源の縄文時代のテフラについての岩石記載学的資料が少ないこと

から、高精度の同定は今後の課題としたい。

試料14付近に降灰層準があるテフラのうち、黄色軽石については、その層位や層相から桜島嫁坂軽石

（Sz－Ym，早田，1997）に由来する可能性が高い。このテフラは、層位や層相などから、約7，500年前★1に

桜島火山から噴出した桜島11（P－11，小林，1986，奥野，1996）に同定されると思われる。また同じよう

な層準にある赤褐色スコリアは、その岩相や層位などから、約7，400－8，200年前★1に霧島火山から噴出

した霧島蒲牟田スコリア（随一Km，井ノ上，1988，早田，1997）に由来すると考えられる。

K－Ahを挟んでその上位の試料4付近に降灰層準があるテフラは、その層位や角閃石を少量ながら含

むこと、さらに斜方輝石や角閃石の屈折率などから、約5，500－5，700年前★1に池田湖から噴出した池田

湖テフラ（Ik，成尾・小林，1984，奥野，1996）に由来すると考えられる。さらにその上位にある、試料

1の軽石層は、層相、火山ガラスの屈折率、垂鉱物の組み合わせ、さらに斜方輝石の屈折率などから、

約4，200年前★1に霧島火山御池火口から噴出した霧島御池軽石（随一M，町田・新井，1992，早田，1997）

と考えられる。

6．小結

大岩田上村遺跡において、地質調査、テフラ検出分析、屈折率測定を行った。その結果、下位より桜

島薩摩テフラ（Sz－S，約1．15万年前★1）、桜島嫁坂軽石（Sz－Ym，約7，500年前★1）および霧島蒲牟田スコリ

ア（Kr－Km，約7，400－8，200年前★1）、鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6，300年前★1）、池田湖テフラ（Ik，

約5，500－5，700年前★1）、霧島御池軽石（随一M，約4，200年前★1）などの示標テフラを検出することがで

きた。

★1放射性炭素（14C）年代．一般に暦年代とは異なることに注意．
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第2節　植物珪酸体分析

1．はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、植物が枯れ

たあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この

微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同

定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，2000）。

2，試料

分析試料は、3号トレンチ・4号トレンチから採取された計25点である。試料採取箇所を分析結果の模

式柱状図に示す。

3．分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法（藤原，1976）をもとに、次の手順で行った。

1）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2）試料約1gに直径約40〃mのガラスビーズを約0．02g添加（電子分析天秤により0．1mgの精度で秤量）

3）電気炉灰化法（5500C・6時間）による脱有機物処理

4）超音波水中照射（300W・42KHz・10分間）による分散

5）沈底法による20〃m以下の微粒子除去

6）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7）検鏡・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行っ

た。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相

当する。試料1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけ

て、試料1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたり

の植物体乾垂、単位：10‾5g）をかけて、単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ（赤

米）の換算係数は2．94（種実重は1．03）、ヨシ属（ヨシ）は6．31、ススキ属（ススキ）は1．24、メダケ節は1．16、ネ

ザサ節は0．48、クマザサ属（チシマザサ節・チマキザサ節）は0．75、ミヤコザサ節は0．30である。タケ亜科に

ついては、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4．分析結果

（1）分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を
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行い、その結果を表1および図1に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、オオムギ族（ムギ類の穎の表皮細胞由来）、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型（おもにススキ属）、

ウシクサ族A（チガヤ属など）、ウシクサ族B（大型）、モロコシ属型、シバ属、Bタイプ（ヌマガヤ属類

似）

〔イネ科－タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ属ネ

ザサ節）、クマザサ属型（チシマザサ節やチマキザサ節など）、ミヤコザサ節型（おもにクマザサ属ミ

ヤコザサ節）、マダケ属型（マダケ属、ホウライチク属）、未分類等

〔イネ科－その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

ブナ科（シイ属）、クスノキ科、その他

（2）植物珪酸体の検出状況

現表土（試料1）からA－Ito直上層（試料40）までの層準について分析を行った。その結果、A－Ito直上層（試

料40）では、ヨシ属、ウシクサ族A、Bタイプ、クマザサ属型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、

いずれも少量である。A－Itoの上層（試料39）からSz－S直下層（試料33）にかけては、ミヤコザサ節型が大幅

に増加しており、ヨシ属は見られなくなっている。Sz－S混層（試料31）では、クマザサ属型がやや増加し、

キビ族型やススキ属型が出現している。Sz－Ym（Pll）・Kr－Km直下層（試料28）にかけては、ススキ属型

やウシクサ族Aが増加しており、クマザサ属型やミヤコザサ節型は減少傾向を示している。Sz二Ym（Pll）・

Kr－Km混層（試料26）からK－Ah直下層（試料22）にかけては、メダケ節型やネザサ節型が出現・増加してお

り、試料22ではモロコシ属型が出現している。K－Ah層（試料21）では、K－Ah直下層とおおむね同様の分

類群が検出されたが、いずれも少量である。

K－Ah直上層（試料20）では、メダケ節型やネザサ節型が多量に検出され、キビ族型、ススキ属型、ウシ

クサ族A、クマザサ属型なども検出された。Kr－M直下層（試料16）にかけては、ネザサ節型が大幅に増

加しており、樹木（その他）が出現している。樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことから、少量が

検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。なお、すべての樹種で植物珪酸体が形成される

わけではなく、落葉樹では形成されないものも多い。

Kr－M混層（試料14）では、Kr－M直下層とおおむね同様の分類群が検出されたが、いずれも少量である。

Kr－M直上層（試料12）では、ススキ属型が増加しており、その他の分類群も増加傾向を示している。Sz－3

直下層（試料5）にかけては、メダケ節型やネザサ節型が大幅に増加しており、試料5と試料6ではイネ

が検出された。イネの密度は1，000個／g未満と低い値である。Sz－3直上層（試料4）では、オオムギ族（ム

ギ類の頴の表皮細胞由来）やシバ属が出現しており、メダケ節型やネザサ節型は減少している。現表土（試

料1）にかけては、イネが大幅に増加しており、マダケ属型および樹木起源のブナ科（シイ属）やクスノ

キ科が出現している。イネの密度は、試料1では7，500個／gと高い値であり、試料3でも3，600個／gと比

較的高い値である。

おもな分類群の推定生産量によると、SzJYm（Pll）・Kr－Km直下層より下位ではおおむねミヤコザサ
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節型が優勢であり、それより上位層ではおおむねメダケ節型やネザサ節型が優勢となっていることが分

かる。

5．植物珪酸体分析から推定される植生と環境

姶良大戸火砕流堆積物仏－Ito，約2．4－2．5万年前）の直上層の堆積当時は、クマザサ属（おもにミヤコザ

サ節）などのササ類を主体としてウシクサ族なども見られるイネ科植生であったと考えられ、部分的に

ヨシ属やイネ科Bタイプ（ヌマガヤ属？）などが生育する湿地的なところも分布していたと推定される。

その後、桜島薩摩テフラ（Sz－S，約11，500年前）直下層にかけては、クマザサ属（おもにミヤコザサ節）な

どのササ類を主体としたイネ科植生が継続されていたと考えられ、とくに細石器が検出されたSz－Sの下

位層準ではミヤコザサ節が繁茂する状況であったと推定される。

タケ亜科のうちメダケ属ネザサ節は温暖、クマザサ属は寒冷の指標とされており、ネザサ率（両者の

推定生産量の比率）の変遷は、地球規模の氷期一間氷期サイクルの変動と一致することが知られている（杉

山・早田，1996，杉山，2001）。ここでは、クマザサ属が圧倒的に卓越していることから、当時は寒冷

～冷涼な気候条件で推移したと推定される。クマザサ属は氷点下5℃程度でも光合成活動をしており、

雪の中でも緑を保っていることから、大半の植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカなどの

草食動物の重要な食物となっている（高槻，1992）。遺跡周辺にこれらのササ類が豊富に存在したことは、

当時の動物相を考える上でも重要である。

Sz－Sの上層から桜島嫁坂軽石（Sz－Ym（Pll），約7，500年前）および霧島蒲牟田スコリア（Kr－Km，約7，400

－8，200年前）の直下層にかけては、ススキ属やチガヤ属などが増加し、クマザサ属は減少したと推定さ

れる。クマザサ属は森林の林床でも生育が可能であるが、ススキ属やチガヤ属は日当りの悪い林床では

生育が困難である。このことから、当時の遺跡周辺は森林で覆われたような状況ではなく、日当りの良

い比較的開かれた環境であったと推定される。

Sz－Ym（Pll）・Kr－Km混層では、メダケ属（メダケ節やネザサ節）を主体としてススキ属やチガヤ属など

も見られるイネ科植生に移行したと考えられ、クマザサ属はあまり見られなくなったと推定される。こ

のような植生変化は、完新世における気候温暖化の影響によるものと考えられる。メダケ節のメダケは、

高さ7m、直径3cmになり、建築用材や竹細工の材料などとして有用である（室井，1969）。鬼界アカ

ホヤ火山灰（KAh，約6，300年前）直下層にかけては、メダケ属（メダケ節やネザサ節）がさらに増加したと

考えられ、キビ族やモロコシ属なども生育していたと推定される。

その後、K－Ahの堆積によって当時の植生は一時的に破壊されたと考えられるが、K－Ah直上層では比

較的早い時期にK－Ah直下層とほぼ同様のイネ科植生が回復したと推定される。このような比較的早い

植生の回復には、現在よりも平均気温が約2℃前後高かったとされる当時の高温・多湿な気候環境の影

響が大きいと考えられる。霧島御池軽石（Kr－M，約4，200年前）直下層にかけては、メダケ属（メダケ節や

ネザサ節）が繁茂する状況であったと考えられ、部分的にススキ属やチガヤ属なども生育していたと推

定される。また、周辺には何らかの樹木が分布していたと考えられる。

その後、Kr－Mの堆積によって当時の植生は破壊されたと考えられるが、ススキ属やチガヤ属、メダ

ケ属（メダケ節やネザサ節）などのイネ科植物は比較的早い時期に再生したと推定される。桜島文明軽石
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（Sz－3，1471年）直下層の堆積当時は、メダケ属（メダケ節やネザサ節）を主体としてススキ属やチガヤ属

なども見られる草原的な環境であったと考えられ、調査地点もしくはその近辺では稲作が行われていた

と推定される。遺跡の立地や周辺の植生から、ここで行われた稲作は畑作の系統（陸稲）であった可能性

が考えられる。

Sz－3直上層から現表土にかけては、継続的に稲作が行われていたと考えられ、ムギ類の栽培も行われ

ていたと推定される。当時の遺跡周辺には、ブナ科（シイ属）やクスノキ科などの照葉樹林が分布してい

たと考えられ、マダケ属またはホウライチク属も見られたと推定される。マダケ属にはマダケやモウソ

ウチクなど有用なものが多く、建築材や生活用具、食用などとして利用価値が高いが、これらの植物が

現れるのはSz－3以降の比較的最近のことと考えられる。
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表1宮崎県、大岩田上村遺跡における植物珪酸体分析結果
検出密度（単位：×100個／g）

地 点 ・試 料

分 類 群　　　　　　　　　　　 学 名

第 3 1、レ ンチ ・第 4 トレ ン チ

1　 3　　 4　　 5　　 6　　 8　 1 0　 12　 1 4　 16　 1 8　 2 0　　 2 1　 2 2　　 23　　 24　　 2 6　　 2 8　　 2 9　　 3 1　 33　　 3 5　　 37　　 3 9　　 4 0

イ ネ科　　　　　　　　　　 G ra m in 的 e （G rasse s）

イ ネ　　　　　　　　　　 0 甲 田 融 玩 申O nleStic d cり 7 5　　 3 6　 14　　 7　　 7

オ オ ム ギ 族 （頴 の 表 皮 細 胞 ） w h eat hu sk P hy tolith 7　　　　　　 7

キ ビ族 型　　　　　　　　 P an ic eae ty pe 7　 14　　 2 9　　　　　　 7　 1 4　　　　　 2 2　　　 7　　 7　　 7　　　　　　 7　 1 1　　 7　 14　　　　　　 7

ヨ シ 届　　　　　　　　　 効 用伊仙 ぴ （r耽 り 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14

ス ス キ 属 型　　　　　　　 〟 お印 〝〟払びtyP e 4 1 12 2　 100　　 4 9　　 7 3　　 78　　 3 6　　 7 8　 13　　 45　　 3 7　　 34　 15　　 7　　 21　 1 1　 3 5　　 69　　 2 9　 14　 13

ウ シ ク サ 族 A　　　　　　 A nd rop og o ne ae A ly匹 3 4　　 2 9　　　　　 7　　 2 2　　 28　　 2 1　 4 3　 1 3　 15　　 7 4　　 2 1　　　 14　 14　　 22　　 9 0　 1 03　　 4 3　　 2 1　　 7　　 7　　　　　 7　　 2 9

ウ シ ク サ 族 B　　　　　　 A nd I甲 O gO n也 e B lyp e 1 5　　　　　　　　　　　　　　　　 7　　　　　　　　　　　　 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

モ ロ コ シ 属 型　　　　　　 ∫呵 画 珊 Iy pe 7

シ バ 属　　　　　　　　　　　 Z ok iα 6 5　　 64

B タ イ プ　　　　　　　　 B ty pe 7　 1 4　　　　　 27　 1 5　　 7　　 3 6　　 5 1

タ ケ 亜 科　　　　　　　　 B am b uso ld ea e （B a m bo ？）

メ ダ ケ 節 型　　　　　　　　 P k io ムk f貼 SeCt．肋 血 由 130　 10 0　　 50　 2 32　 23 3　 2 40　 14 3　　 5 0　 1 3　 2 60　 14 1　 2 61　 30　 20 6　 1 37　 142　　 9 7

ネ ザ サ 節 型　　　　　　　　 P k io あ血血 び S∝t．〃αの 〃 4 02　 2 15　 2 0 1　 5 49　 85 5　 4 10　 2 5 7　　 5 0　 1 3　 4 38　 7 9 3　 1 71　　 7　 18 5　 1 72　 164　 10 4

ク マ ザ サ 属 型　　　　　　 肋 d （ex 呵 匪 叫 匝 短 犯 叫 4 1　　 7　　 7　　 2 1　 3 6　　 35　　 7　　　　　　　　　　　 2 2　　 34　　　　　 4 3　　 34　　 33　　 2 1　 14　　 4 3　　 8 5　　 7　　　　　　　　　　　 7

ミヤ コザ サ 節 型　　　　　 肋 u sec t．〟 か 血 胤 即 4 1　 14　　 21　　　　 2 2　 14　 14　　　　　　　　　　　 7　　　　　 7　　 5 0　　 2 1　 77　　 8 3　 1 17　 12 9　 22 8　 3 01　 33 1　 3 02　 11 5　　 5 8

マ ダ ケ 属 型　　　　　　　 叫 ／k 融 通 押 14　 1 4

未 分 類 等　　　　　　　　　 O th eIS 102　 15 1 1 36　 19 0　 29 1 1 55　 2 3 5　　 6 4　 4 7　 3 49　 3 9 3　 3 91　 7　 24 2　 3 78　 3 83　 20 2　 4 8　　 4 3　 2 8　　 7　　 7　 14　 2 2　　 7

そ の 他 の イ ネ 科　　　　　　　 O the 応

表 皮 毛 起 源　　　　　　　 H usk h air on g ln 20　　 2 2　　 7　　　　　 7　　 21　　　　 7　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 1　 7　 1 1　 7　　 7　　　　　　　　 7　 1 5　　 7　　 7　 2 2

棒 状 珪 酸 体　　　　　　　 R od －S叫 杷d 2 73　 25 8　 2 94　 3 45　 51 7　 4 80　 4 49　 12 1 10 0　 4 53　 6 5 2　 4 53　　 7　 39 1　 52 2　 5 09　 39 0　 2 14　 2 2 9　 14 2　　 53　　 6 6　　 7　　 5 0　 23 8

茎 部 起 源　　　　　　　　 S te m 叩 紗n 5
末 分 類 等　　　　　　　　　　 o th eIS 580　 46 6　 4 58　 5 9 1　 72 8　 5 58　 5 2 0　 39 1　 2 4 6　 6 90　 7 3 4　 5 62　　 37　 64 6　 62 5　 5 97　 56 4　 5 03　 4 8 7　 43 4　 3 21　 42 7　 3 31　 32 3　 39 0

木 起 凋　　　　　　　　　　 A rb f飽 1

ブ ナ 科 （シ イ 届 ）　　　　　 C 瓜 細〝甲 び 7　　　 7

ク ス ノキ 科　　　　　　　　　 b u race ae 7　　　 7

そ の 他　　　　　　　　　　　 O th e応 7　　 2 9　　 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

植 物 珪 酸 体 総 数　　　　　　　 T o ta l 17 8 0 1 54 3 13 75　 2 00 4　 2 63 6　 20 20 1 69 7　 8 18　 44 6　 22 85　 28 6 2 19 34　 120 18 19 19 38 19 65 1 60 0 10 96 10 1 7　 96 8　 7 42　 86 9　 6 6g　 56 1　 8 17

おもな分類群の推定生産量（単位：kg／d・飾）
イ ネ　　　　　　　　　 O r咋 α湖 山 （do m estic d 叫 2 ．2 1 1．05　 0 ．42　 0 ．2 1 0．2 1

ヨ シ属　　　　　　　　 留 胴 即 通 知 （rec d） 0 ．4 5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 ．9 1

ス スキ 属 型　　　　　　　 肋 瑠 〃肋揖 ty Pc 0 ．5 1 1 ．5 1 1 ．2 4　 0 ．6 1 0 ．90　 0 ．9 6　 0 i4 4　 0 ．97 ． 0 ．17　 0 ．5 5　 0 ．4 6　 0 ．43　 0 ．1 9　 0 ．09　 0 ．26　 0 ．1 4　 0 ．4 3　 0 ．85　 0 ．3 6　 0 。18　 0 ．17

メ ダ ケ節 型　　　　　　　　 P k io鋸破 船 Sc ct．加k 血 如 1 ．5 0 1 ．17　 0 ．58　 2 ．6 9　 2 ．7 0　 2 ．7 9 1 ．6 5　 0 ．58　 0 ．15　 3 ．0 1 ． 1．6 3　 3 ．02　 0 ．3 5　 2 ．39 1 ．59 1 ．6 5 1．13

ネ ザサ 節 型　　　　　　　　 P k ioム1心 血びSd ．〟α 虎猫 1 ．9 3 1 ．03　 0 ．9 6　 2 ．6 3　 3 ．15 1 ．97 1．2 3　 0 ．24　 0 ．0 6　 2 ．1 0　 3 ．8 1 0 ．82　 0 ．0 4　 0 ．89　 0 ．82　 0 ．7 9　 0 ．50

ク マ ザ サ属 型　　　　　　 ふぴ〃（e x甲 P l〟 か 血 瑚 血 ） 0 ．3 1 0 ．05　 0 ．0 5　 0 ．16　 0 ．2 7　 0 ．2 6　 0 ．0 5　　　　　　　　　　 0 ．17　 0 ．2 6　　　　 0 ．32　 0 ．2 6　 0 ．2 5　 0 ．16　 0 ．1 0　 0 ．3 2　 0 ．84　 0 ．05　　　　　　　　　　 0 ．05

ミヤ コ ザ サ 飾 型　　　　　 血 d S ect．〟 如 血 闇 Ⅲ 0 ．12　 0 ．04　 0 ．0 6　　　　 0 ．07　 0 ．0 4　 0 ．0 4　　　　　　　　　　 0 ．02　　　　 0 ．0 2　 0 ．15　 0 ．0 6　 0 ．2 3　 0 ．2 5　 0 ．35　 0 ．3 9　 0 ．68　 0 ．90　 0 ．9 9　 0 ．9 1 0 ．3 4　 0 ．17

タケ亜科の比率（％）

メダケ節型　　　　　　　　 P e oふ dJ 〟J Se ct．肋 血血 39　　 51　 3 5　　 4 9　　 舶　　 5 5　　 5 5　　 7 1　 7 1　 5 9　　 2 9　　 7 4　　 8 6　　 64　　 58　　 5 7　　 55
ネザサ節型　　　　　　　　 P lgわあJ加 齢S∝ t．他 部d 5 0　　 45　　 5 8　　 4 8　　 51　 3 9　　 4 1　 29　　 2 9　　 4 1　 68　　 2 0　　 9　　 24　　 3 0　　 2 7　　 25
クマザサ属型　　　　　　 短 く既αp t坤 〃血 ） 8　　 2　　 3　　 3　　 4　　 5　　 2　　　　　　　　　　　　 3　　 6　　　　　 9　　 9　　 8　　 8　　 23　　 4 5　　 4 8　　 5　　　　　　　　　　　 2 4

ミヤうザサ節型　　　　　 ふけαSeCu 坤 成叩 叩 3　　 2　　 4　　　　　 1　 1　 1　　　　　　　　　　　 0　　　　　 6　　 4　　 2　　 8　 12　　 77　　 5 5　　 52　　 95　 10 0　 100　 10 0　　 76
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図1　大岩田上村遺跡における植物珪酸体分析結果
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第3節大岩田上村遺跡出土のウマの遺体

西中川駿・久林朋憲

（鹿児島大学獣医学科解剖学教室）

1．はじめに

わが国のウマの起源、系統については、今日まで林田や野澤らにより体型や血液学的な観点から調査

がおこなわれ、林田は小型馬の起源を中国の四川、雲南に求め、南から黒潮に乗って北上して来たとい

い、野澤は、わが国のウマはすべて中型の蒙古ウマに起源し、朝鮮半島経由で渡来したことを論じてい

る。筆者らはこれまでわが国の遺跡から出土したウマの遺体を調査し、少なくとも623カ所から検出さ

れていることを報告した。地域別では関東が247カ所最も多く、次いで九州（105）、近畿（95）である。

宮崎県下のウマの出土例は、古墳時代の久見迫1号土壌や中世の祇園原地区遺跡など7カ所から報告

されている。

今回、調査を依頼された大岩田上村道跡は、宮崎市大岩田町6809番地に所在し、農用地総合整備事業

区画整理に伴い、宮崎県教育委員会が主体となり、宮崎県埋蔵文化財センターが平成11・12年に調査を

実施し、旧石器～近世の遺構が検出された遺跡である。動物遺体は、埋葬土坑（近世）から検出され資料

は発掘調査後当研究室へ持ち込まれたもので、子ウマの遺体であり、ここではその概要を報告する。

2．遺体の出土状況

埋葬土坑は、発掘時の図面をみると子ウマ1頭が入る長楕円形で、遺体は頭部を北にして頚を曲げて

頭骨切歯部を後方へ向け、前、後肢を伸ばした状態で埋葬されている。当教室へ持ち込まれた資料は、

左上顎乳臼歯、左右下顎骨と乳臼歯、上腕骨、胸椎、腰椎、寛骨、大腿骨などであるが、形を留めてい

るものは上顎乳臼歯（DP2－DP4）と左右乳臼歯（DP2－DP4）のある下顎体のみで、完形骨はない（図

版1の1－6参照）。出土総重量は552．0gである。

3．出土骨の概要

計測可能な資料は、上顎乳臼歯（DP2－DP4）と左右乳臼歯（DP2－DP4）を有する下顎体のみで、

他は骨は骨の種類を同定することができる程度の保存状態である。左上顎DP2の歯冠長、幅、中心高

は28．89・17．19・23．46mmであり、DP3・DP4のそれらは31．58・19．26・30．25mm、29．57・18．25・25．45mm

である。また、左下顎のDP2の歯冠長と歯冠幅は31．02・8．99mmであり、DP。・DP。のそれらは28．80・

9．68mm、E32．01・11．02mmである。乳臼歯の計測値からの体高の推定式は作成されていないので、左下顎

DP4の後縁、Mlの前縁における下顎体の高さ54．34mmから、筆者らの方法で下顎全長を求め、林田らの

方法で体高を推定すると98．29cmである。年齢は永久歯の下顎第一後日菌が萌出前であることから、1

歳未満であると推測される。

4，考察

九州の遺跡からのウマの出土例は、105カ所を数え、県別では福岡の41カ所が最も多く、次いで熊本県

の28カ所である。時代別では中世の43カ所が最も多く、次いで古墳時代の29カ所である。縄文時代のウ
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マの出土例として、長谷部は石器時代にウマありと論じ、また、林田（1956）は、鹿児島県出水貝塚から

ウマの遺体を検出し、小型馬の存在を報告している。しかし、出水貝塚のウマは、近藤ら（1992）のフッ

素による年代測定で、13世紀に下がることを報告している。ウマの渡来時期については、長崎県福江市

の大浜遺跡出土の臼歯がC14でAD40±90年と測定され、これが最も古く、現在のところ弥生中期に蒙

古系のウマが朝鮮半島経由で北部九州周辺に渡来したと考えられている。

宮崎県下のウマの出土例は、古墳時代の六野原1号項、久見迫1号土頻など7カ所から報告されてお

り、最近では祇園原地区遺跡や林遺跡から出土例が報告されている。祇園原地区遺跡のウマは、臼歯の

みの出土であるが、体高が129－132cmと推定され、典型的な中型馬であり、林遺跡のウマは推定体高

122－126cmと少し小さいが、中型馬の範疇にある。本遺跡のウマは、1歳未満で体高98cmの子ウマで、

土坑内に埋葬されており、これまでの子ウマが埋葬されている例は九州では極めて珍しい。ウマは一般

的に農耕や運搬、騎馬などに使役されているが、本遺跡のウマはおそらく病死か不慮の事故により死亡

し、埋葬されたものと考える。

5．まとめ

大岩田上村（近世）出土の動物遺体について調査した。

1．大岩田上村遺跡からは、ウマの埋葬遺体が出土し、発掘時にはほぼ全身の骨格が存在していたが、

取り上げができたものは、上顎臼歯、下顎臼歯、胸椎、腰椎、上腕骨、大腿骨などで、完全な形のも

のはなく部分骨であり、総重量は552．0gである。

2．上、下顎の臼歯は乳臼歯で、それらの計測値は前述した。左側の下顎体の高さから体高を推測する

と、98．29cmであり、年齢は1歳未満の子馬であることが推測される。

3．ウマは一般に農耕、運搬や騎馬に使役されているが、本遺跡のウマは子馬であり、おそらく病死か

不慮の事故により死亡し、埋葬されたと考えられる。
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図版1（1～6）

第Ⅳ章　まとめ

今回の調査では、旧石器時代から中世にかけての遺構・遺物を検出した。中でも、都城市では初めて

検出された旧石器時代の細石刃石器群や、中世の道路状遺構は注目されるものである。

以下、調査で確認された遺構と遺物について簡単にまとめてみたい。

1．遺物について

縄文時代の土器

縄文土器は主に第Ⅳ－Ⅵ層から出土している。大半は破片資料で全形を知りえるものは少ない。C区

で出土した本遺跡で最も大きい遺物である35は中岳I式土器群に該当するものである。乗欠田光博氏

（1989）の形式分類ではI－2型式に相当し、三万田式と御領式土器に並行する縄文時代後期後葉から晩

期前葉の間に位置付けられる。隣接する大岩田村ノ前遺跡でも出土しており、在地形態と考えられる。

A区では縄文時代晩期に比定される黒川式土器が多数出土している。C区に設定した5号トレンチにお

いてPll火山灰層の下層（第ⅩIb層）中に土器片1点を確認した。層位的に判断して縄文時代早期前半の

位置付けを考えている。

弥生時代の土器

弥生土器は主に第Ⅳ～Ⅴ層およびB区－1号土坑から出土している。何れも器種は碧である。弥生時

代中期の所産と思われる。43・45は逆「L」字形の口縁部形態から、中期中葉の段階に位置し、石川悦

雄氏のⅢ期にあたる。46～55は2～4条の断面三角形の突帯が巡らされている。突帯には爪で斜め方向

の細かい刻み目が施されているが、貼付によるものか、つまみだしによるものかは不明である。

－56－



2．遺構について

竪穴住居跡

竪穴住居跡はA区で2軒、C区で1軒の計3軒が確認されている。何れも床面積が約5．2－6．4I正と小

さく、通常の住居とは考えにくいが、その性格等については特定できていない。所属時期については、

遣物等から推測して縄文時代後期後葉から晩期前葉の間と考えている。

掘立柱建物跡

C区－1号掘立柱建物跡は、構造は桁行1間（2．06m）、梁行1間（1．60m）の東西棟である。調査区外に

延びるため全貌は明らかでない。構築時期及び性格については不明である。

道路状遺構

A区－1号道路状遺構は、全長約37．5m、幅員約0．7－4．3m、深さは完掘状態で最深部で1．6mを測る。

その断面は大きくⅤ字状を呈し、溝の基底部（硬化面B）と西側の法面中段（硬化面A）に硬化面を有する。

土層断面より、最初に硬化面Aを伴う浅い台形状の溝が掘り込まれており、それを切るようなかたちで

硬化面Bを伴うⅤ字状の溝が掘り込まれている。最深部の路面（硬化面B）の使用時期については、文明

軽石の自然堆積が硬化面直上で観察されていることから、15世紀中葉までと考える。

硬化面Bには約24mの間に37基のピットが掘り込まれている。多くのピットは楕円形を呈し、路面の

主軸方向に直行するように長径を持つピットが大半で、ほとんどは道路状遺構の立ち上がりを切り込む

ようなかたちで掘削されていた。近年、このような道路状遺構（ピット列を伴う）の事例が数多く報告さ

れているが、用途目的については、①枕木やコロ説②路床基礎工事説③自然発生説（ポットホール説）④

排水施設説⑤足掛り説などが提示されており、また牛馬歩行痕という説もある。

当遺跡の場合は、硬化面を形成する土がいずれも等質な土であり、また各々のピットの覆土も同様に

等質であることを踏まえると、②の可能性が高いと考える。また、当遺跡の道路状遺構が50　の勾配で

登っていることを考慮すると、⑤足掛り説も否定できない。

溝状遺構

A区（A区－I；25条　A区－II；12条）で37条、C区で1条の計38条が確認されているが、中には自

然流路が含まれている可能性もある。中世から近世にわたるものと考えている。

土墳墓

A区南側の南西から北東に緩やかに傾斜する斜面上で2基が隣接して確認されている。A区－1号土

墳墓からは土師器の杯が1枚、錆で鋳著した銭貨7枚が出土している。南部九州で多く認められる事例

同様、7枚組の六道銭を副葬したものと想定される。銭貨は明銭の「洪武適賛」（5枚）・宋銭の「景祐

適賓」（1枚）・「祥符元賛」（1枚）である。その規格等から判断して、何れも渡来銭の可能性が高い。

A区－2号土墳墓からは30枚の銭貨が出土している。そのうち3枚は「崇寧通賓」（1枚）・「元祐通

賓」（2枚）の大型銭で、錆で鋳着した状態で確認されている。一つの土墳墓に大型銭3枚を同時に副葬

している事例は珍しい。都城市内で土墳墓から大量の銭貨が出土した遺跡としては、油田遺跡がある。

そこでは7基の中世土墳墓から82枚の銭貨が出土しているが、8害摘ミ「洪武通草」であり、大型銭は出

土していない。また、2号土墳墓では、大型銭3枚の他に3地点で計27枚の銭貨も確認されている。27

枚の銭貨については、錆が著しく剥離できないため銭貨名がわからないものもあるが、「洪武通賓」が
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約4割近くを占めている他、無文銭7枚などがある。「洪武道晋」の中にはその書体から筑前洪武（筑

前国で鋳造されたとされる）に類似した銭貨も4枚含まれる。27枚の銭貨については何れも国内で鋳造

された模鋳銭の可能性が高い。

道路敷設部分の調査

これまでの旧石器時代の人類生活の痕跡の乏しかった都城市城において、当該時代の遣物包含層の存

在を確認できたことは大きな成果であろう。3号トレンチでは細石刃石器群の存在がその出土層位を含
のだけ　やすみば

めて明らかとなった。調査面積は狭いものの、いわゆる野岳・休場型の細石刃核のみが検出されている。

くわえて砕片・剥片を組成する事実からは、この場における細石刃剥離作業の行使が想定される。また、

細石刃剥離以前の石核調整を示唆する稜付きの細石刃も2点検出された。今後の技術論的研究に寄与す

るところがあろう。製品の存在は確認していないが、2号トレンチおよび3号トレンチの一部の石器群

は、その出土層位・使用石材などから、ナイフ型石器を組成する石器群の存在を窺わせる。火山灰分析

の結果なども踏まえ、その性格と帰属年代については、慎重な検討を要しよう。また、今回は肉眼的分

類のみにとどめたが、黒曜石の産地分析なども、必要である。

これら大要二時期にわたる石器群について、遺跡内分布などの検討あるいは器種組成の全容把握とい

う作業は今回の調査条件では望み得なかった。とはいえ、従来、分布上の空自地帯であったこの地にひ

とつの点がうたれたことの意義は大きい。大岩田上村道跡の旧石器時代遣物についてその編年論・分布

論的な位置づけを追求し、隣接地城の研究動向を視野に入れつつこれを地域史のなかに組み込んでゆく

ことが今後に残された課題といえよう。
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第3表　出土遺物観察表（1）

遺物

番号
種　 別

器 種

▼
部 位

出土

地点

法　　 量 手 法 ・調整 ・文 様 ほか 色　　 調

胎 土の特 徴 備 考
口経 底 経 器高 外　　 面 内　　 面 外　 面 内　 面

1 縄文土器
浅 鉢

口緑

A － I

Ⅳ ～

Ⅴ層

横 ナデ

スス付 着
丁寧 な横 ナデ 黒褐

褐

黒 褐

1mm 以 下 の 明黄 褐 ・褐 灰 色

粒 、黒 光沢 粒

2 縄文時代
浅 鉢 A － Ⅱ 推 ナ デ

ナ デ
灰 黄褐 灰 黄褐 2．5mm以下 の灰 白色粒

口緑
Ⅵ層

13．8 スス付着 黒 褐 灰 1mm以下 の透 明粒

3 縄文土器
浅 鉢 A － I ミガ キ ミガ キ

黒褐
褐 灰 3mm以下の淡 黄 ・灰 自 ・褐灰 ・

口緑
Ⅴ層

沈 線 炭 化物付 着 灰 黄褐 黒 褐色 粒

4 縄文土器
浅 鉢

口縁

A － I

Ⅳ －

Ⅴ層

ミガ キ

沈 線
ミガ キ にぷ い黄橙 黄灰

微 細な黒褐 色粒

微 細な無色 透 明光沢 粒

5 縄文土器
深 鉢

口緑

A － I

Ⅳ ～

Ⅴ層

ナデ

沈線 貝殻 文

スス付着

ナ デ 黒褐 にぷい黄橙
3mm以 下の光沢粒

1mm以 下の浅黄橙 ・黒 褐色粒

6 縄文土器
深 鉢

口縁

A － I

Ⅳ ～

Ⅴ層

ナ デ

沈線 （2 条）

ス ス付着

ナ デ 黒褐 黒褐

1mm以 下の無色透 明光沢粒 ・

黄褐 色粒

2mm以下 の灰 ・黒褐 色粒

7 縄文土器
深 鉢

口縁

A － I

Ⅳ －

Ⅴ層

スス付着

風化 ぎみ
風化 ぎみ 明黄 褐 黄橙

3 －5mmの光 沢粒

1mm以下の淡 黄 ・灰 白・黒褐 ・

褐 灰色 粒

8 縄文時代
深鉢 A － Ⅱ 斜方 向 の条痕 後

横方 向 の条痕
にぷい橙

灰黄 褐
微細～2mmの透明 ・黒光沢粒 、

口緑
Ⅴ層

横 ナデ 褐灰 浅 黄橙 ・褐灰 ・灰 白色 粒

9 縄 文土器
深鉢 A － Ⅱ ナ デ

ナ デ
にぷい黄褐 浅黄 微 細 ～3皿m の灰 自 ・褐 ・褐灰

口緑
Ⅵ層

一部 ス ス付着 黄灰 暗灰 黄 色 粒

1 0 縄 文土器
深鉢

口緑

A － 工

Ⅳ ～

Ⅴ層

推

20．8
風 化 が著 しい 風 化 が著 しい に ぷい橙 にぷい橙

2mm以下 の褐色 粒

1．5mm以下 の灰 白色粒

1mm以下 の黒色 粒

1 1 縄 文土 器

浅鉢

口縁

～胴 部

A － 工

Ⅴ層

推

25．8

横 ミガ キ

凹線

ス ス付着

風 化 ぎみ にぷい褐 灰黄 褐

3mm以下 の暗灰 色粒

2．5mm 以 下 の灰 白 ・褐 色 粒

1．5mm以下 の透 明光沢 粒

1 2 縄 文土器

浅鉢

口緑

～胴 部

A 一 工

Ⅳ～

Ⅴ層

ナ デ

ス ス付 着
ナデ

黒褐

にぷい黄褐
灰黄 褐

2．5mm 以 下 の 透 明 光 沢 粒 、

褐色 粒

微細 な透 明光 沢粒

1 3 縄文土器

浅鉢

口縁

A － I

Ⅳ～

横 方 向の 条痕 後

ナデ
横 方 向の 条痕 後ナ

＿寸フ→
にぷ い橙 にぷ い橙

5mm以下 の赤 褐 色粒

4mm以 下 の黒 褐色 粒
～胴 部 Ⅴ層 ス ス付 着 ノ　　ヽ

3mm以 下 の乳白色 粒

1 4 縄文土器

浅鉢

口緑 r

～胴 部

A － I

Ⅳ～

Ⅴ層

横 ミガキ

沈 線
丁 寧 なナ デ にぷ い橙 灰 黄褐

微 細 な黒 褐色 粒

微 細 な無 色透 明光 沢粒

1 5 縄文土器

浅 鉢

口緑

A － I

Ⅳ －

ナデ

刻 目突 帯 ナデ
橙 明黄褐 3mm以下 の光沢 ・灰 自・黄 灰 ・

～胴 部 Ⅴ層 スス付 着 黒 褐 黒 褐 黄 橙色 粒

1 6 縄文土器

浅 鉢

口縁

A － I

Ⅳ ～
推 ミガ キ ミガ キ

黄 灰 黄 灰

微 細 な無色 透 明光 沢粒

2mm以 下の昔 褐色 粒
～胴 部 Ⅴ層

26．8 一 部風 化 一 部風 化 一′．、
微 細 な黒色 粒

1 7 縄文土器

深 鉢

口緑

～胴 部

A － I

V 層

ミガキ

沈 線

スス付 着

ミガ キ 灰 黄褐 にぷい黄 橙
3mm 以下 の浅 黄橙 ・灰 自・褐

灰 色粒

1 8 縄文土器
浅 鉢

頸部

A － I

Ⅳ～

Ⅴ層

蝶 ネク タイ状突起

スス付 着
ナデ にぷ い褐

にぷ い橙

にぷい黄橙

3mm以 下 の黒 褐 粒　 2mm 以

下 の灰 ・灰 白色粒 、黒光 沢 ・

半 透 明光 沢粒

1 9 縄文土器
深 鉢

頸 部

A － 工

Ⅳ －

Ⅴ層

沈 線 （5 条）

スス付 着
ナデ 明赤褐 橙

6mm以 下の灰 色粒

2mm以 下の乳 白色粒

微 細な透 明光沢 粒

2　0

2 1

縄文土器

縄文土器

浅 鉢

胴 部

浅 鉢

胴 部

A 一 工

Ⅳ ～

Ⅴ層

A － Ⅱ

Ⅴ層

蝶ネクタイ状突起

ミガ キ

横方 向 の ミガ キ

ミガ キ

横方 向 の ミガ キ

明黄褐

浅黄 橙

にぷ い黄橙

灰黄

1．5mm以下 の暗灰 色 粒

5mm以下 の赤褐 色粒

微細 な灰 自・黒色 粒
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第4表　出土遺物観察表（2）

遺物

番 号
種　 別 ・

器種

●
部位

出土

地 点

法　　 量 手 法 ・調 整 ・文様 ほか 色　　 調
胎 土の特 徴 備 考

口経 底 経 器高 外　　 面 内　　 面 外　 面 内　 面

2　2 縄 文土器
深鉢

胴部

A － 工

Ⅳ～

Ⅴ層

風化 ぎみ

ス ス付着
風 化 ぎみ 黒褐 黒褐

1mm以 下 の無 色 透 明光 沢 粒

黒色 光沢 粒 ・黒色 粒

2mm 以下 の黄 褐色 粒

2　3 縄文土器
深鉢

胴部

A － 工

Ⅳ～

Ⅴ層

風化 ぎみ

ス ス付着
風 化 ぎみ

橙

にぷい黄 橙

浅黄 橙

にぷ い黄橙

褐灰

微 細 －6 皿皿の 白灰 ・浅 黄 橙 ・

褐 灰 ・黒 褐 ・明赤 粒 、褐 色 光

沢粒

2　4 縄文土器
深鉢

胴部

A － 工

Ⅳ～

Ⅴ層

10．8
ナ デ

指頭 痕
ナ デ 橙 にぷい黄橙

8mm の赤褐 色粒　 4mm以 下 の

赤褐 ・灰色 粒　 2mm以下 の灰

白 ・黒 色粒 、半透 明粒

2　5 縄文 時代
浅鉢

底部

A － Ⅱ

Ⅴ層
5．5

横 ナデ後 、縦 ・

斜方 向 の ミガキ
ナ デ にぷい赤褐 にぷい橙

微細 －4mm の透 明光沢 粒 、灰

白 ・浅 黄橙 ・褐 灰色 粒

2　6 縄文土器
深鉢

底部

A － I

Ⅳ～

Ⅴ層

11．5 横 ナデ
ナ デ

炭化 物付 着
にぷい黄橙橙 にぷい黄橙

4mm以下 の灰色 粒

2mm 以下 の灰 白色 ・半 透 明光

沢粒

2　7 縄文 時代
深鉢

底部

A － 工

Ⅳ ～

Ⅴ層

11．0 ナ デ ナ デ にぷい褐 にぷ い黄褐

2 mm 以 下 の 黒 色 光 沢 粒 、灰

色 粒　 微 細 ～ 1mm以 下 の灰

色粒　 3mm以下 の赤 褐色

2　8 縄 文時代
深鉢

底部

A 工

Ⅴ層

縦方 向 の丁寧 な

ナ デ
ナ デ にぷい褐 にぷ い黄褐

5 mm 以 下 の 褐 灰 色 粒　 2 mm

以下 の灰色 粒 、無色 透 明光

沢粒 1mm以下 の黒色 光

2　9 縄文 時代
浅鉢

胴部

B

Ⅵ層
横方 向 のナ デ 横 ・斜方向のナ デ にぷい黄褐 灰褐

3mm以 下 の灰 自 ・浅黄 橙 ・黒

褐色 粒、光沢 粒

3　0 縄文土器
浅鉢

口縁

C

V 層

横 方 向の ナ デ

ス ス付 着

丁寧 な横方 向の ナ

一．・＿寸フ‾
灰褐

にぷい赤褐

暗灰

3皿m以 下 の浅 黄色 粒

2mm以 下の透 明光 沢粒

1，5mm以 下の黒 色鈍 光沢 粒

3 1 縄文土器
浅 鉢

口縁

C

V 層

推

30．2
ミガキ ミガキ にぷ い褐 にぷ い褐

2mm 以 下 の 灰 白 色 粒 、透 明

光 沢粒

1，5mm以 下の黒 色光 沢粒

3　2 縄文土器
浅 鉢

口縁

C

V 層
ミガキ ミガキ 灰 褐 にぷい赤褐

1，5mm以下 の灰 白色 粒　 2 mm

以 下 の半 透 明 粒 1mm以 下

の透 明光 沢 ・黒色 鈍光 沢粒

3　3 縄文土器
浅 鉢 C 斜め方向の ミガキ ミガキ 褐

褐
1mm以下 の褐 ・灰 白色粒

口緑 Ⅴ層 スス付 着 炭 化物 付着 黒 褐 2 mm以 下の透 明粒

3　4 縄文土器
深 鉢

口縁

C

V 層

ナデ

スス付 着
ナデ 灰 褐

にぷい赤褐

灰 黄褐

微 細 ～1，5m の無 色 透 明光

沢 粒 微 細黒 色 光沢 粒　 2 mm

以 下 の灰 自 ・灰 ・赤 褐色 粒

3　5 縄文時代
深 鉢 C ナデ

ナデ
橙 灰 黄褐 3mm 以 下 の灰 自 ・明黄 褐 ・黒

胴 部 Ⅴ層 スス付 着 黒 褐 明赤褐 褐 光沢 粒

3　6 縄文時代

深 鉢
C 推

凹線文
ミガキ 赤 褐 褐

微 細～3mmの透 明粒 ・黒 色粒 、

口緑

一底部

Ⅴ層 32．0 凹点文

ミガ キ
風 化 ぎみ 褐 灰 黄褐 褐灰 色光沢粒 、浅黄 橙 ・灰褐 ・

灰 自 ・赤 褐色 粒

3　7 縄文時代

深 鉢

口緑

～胴部

C

V 層

推

26．0

風 化著 しい

スス付 着
風 化著 しい

橙

黒 褐

灰 黄褐

明赤褐

3 mmの暗赤 褐色 粒

3 mm 以下 の褐灰 ・浅 黄 橙 ・黄

橙 色粒 微 細 な光 沢粒

3　8 縄文土器

深 鉢

口緑

一胴部

C

V 層

凹線 （2 条）

楕 円形 押庄

ナデ

ナデ
にぷ い赤褐

にぷ い黄褐
灰 黄褐

微 細 ～ 1mm の無 色 透 明光 沢

粒 1mm以下 の黒色 光沢 粒

2mm以下 の灰褐 色粒

3　9 縄文時代
浅 鉢 C 推 風 化

風 化

スス付 着

炭 化物

にぷ い橙 灰 褐 3mm以下の光沢粒・灰 白・褐灰 ・

底 部 Ⅴ層 7．8 スス付 着 黒 褐 黒 黒褐 粒

4　0

4 1

4 2

縄文土器

縄文時代

弥生土器

深 鉢

底 部

C

V 層
推

7．4

7．25

ミガ キ

ミガ キ

貼 付突 帯

風 化 ぎみ

ナデ

炭 化物 付着
にぷ い赤褐

黄 灰

にぷ い褐

褐 灰

橙

2mm以下 の金色 光沢 粒

1mm以下 の灰 白色光 沢粒

2．5mm以下 の無色 不透 明粒

深 鉢

底 部

浅 鉢

胴 部

C

Ⅵ～

Ⅴ層

A － 工

Ⅳ～

Ⅴ層

ナデ

炭 化物 付着

風 化著 しい

にぷ い褐

にぷ い橙

橙

微 細－3 mmの透 明 ・黒 色 光沢

粒 、灰 白 ・淡 黄褐 灰色 粒

5mm以下 の赤褐 1mm以下 の

黒光 沢 ・自光 沢粒 、黒 褐色 粒
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第5表　出土遣物観察表（3）

遺物

番 号
種　 別

器種

苦海

出土

地 点

法　　 量 手 法 ・調 整 ・文様 ほか 色　 j　調

胎土 の特徴 備考
□経 底 経 器 高 外　　 面 内　　 面 外　 面 内　 面

4　3 弥生土器
聾

口緑

A － I

Ⅳ ～

Ⅴ層

19．6

貼付 突帯

押線

ミガキ

ナ デ 橙 橙

3．5mm以下 の鈍 金色 光 沢粒

2mm以 下 の半 透 明粒

1mm以 下 の灰 白色 粒

4 4 弥生土器
襲

口緑

A － I

Ⅳ ～

Ⅴ層

ナデ

スス付 着
ナ デ 暗褐 黒褐

3mm以 下 の灰 自 ・褐 灰 ・黒 褐

色 粒 、光 沢粒

4　5 弥生土器
碧

口緑

A － I

Ⅳ ～

Ⅴ層

押線

ナデ

風化 ぎみ

ナ デ

風 化 ぎみ
橙

にぷい橙

浅黄

2．5mm以 下 の灰 白色 粒 、透 明

光沢 粒

4 6 弥生土器
賓

胴 部

A 一 工

Ⅳ ～

Ⅴ層

貼付 突帯 （2条）

ナデ

風化 ぎみ

ナ デ

風 化 ぎみ
にぷ い赤 褐 に ぷい褐

3mm以下の浅黄橙 ・黒褐色粒 、

透 明光沢 粒

5mm 以下赤 褐色 粒

4　7 弥生土器
襲

胴部

A － I

Ⅳ ～

Ⅴ層

貼付 突帯 （3条）

ナデ

風化 ぎみ

ナ デ

風 化 ぎみ
橙 にぷ い褐

4mm 以下 の灰 褐色 鈍光 沢 粒

暗灰 ・黄橙 色粒

1mm以 下 の灰 白色 粒

4　8 弥生土器
襲

胴部

A － I

Ⅳ～

Ⅴ層

貼付 突帯 （2条）

ナデ

風 化 ぎみ

ナ デ

風 化 ぎみ
橙 橙

3．5mm以 下 の赤 褐色 粒

2mm以 下の鈍 金色 光 沢粒

4　9 弥生土器
鉢

胴部

A 一 工

Ⅳ～

Ⅴ層

貼付 突帯 （2条）

ナデ

風 化 ぎみ

ナ デ

風 化 ぎみ

橙

黒褐
橙

2．5mm以 下の赤 褐色 粒

1．5mm以 下の鈍 金色 光沢 粒

1mm以 下の灰 白色 粒

5　0 弥生土器
碧

頭部

A － I

Ⅳ～

Ⅴ層

貼付 突帯 ？（4 条）

つまみだし？

ナデ

ナ デ 明赤 褐 明赤 褐

3mm以 下の赤 褐色 粒

2mm以 下の灰 白色光 沢 粒

1．5mm以 下 の灰 白色 粒

5 1 弥生土器
碧

胴部

A － I

Ⅳ～

Ⅴ層

貼付 突帯 ？（4 条）

つまみだし？

ナデ

ナデ 褐 明褐
2mm以下の茶色粒 、黒色光 沢 ・

透 明光 沢 粒

5　2 弥生土器
襲

胴部

A － I

Ⅳ～

Ⅴ層

貼付 突帯 ？（4 条）

つまみだし？

ナデ

ナデ 明赤褐 明赤褐
2mm以 下 の灰 自 ・褐 色 粒 、黒

光 沢粒 、透 明光沢 粒

5　3 弥生土器
聾

胴部

A － I

Ⅳ～

Ⅴ層

貼付 突帯 ？（2 条）

つまみだし？

ナデ

ナデ 灰 褐 橙

1mm 以 下 の赤 褐 色 粒 、黒 色

光 沢 ・半透 明粒

2mm以 下の灰 白色 粒

5　4 弥生 土器
襲

胴部

A － 工

Ⅳ～

Ⅴ層

貼 付 突帯 ？（2 条）

つまみだし？

ナデ

ナデ 橙 にぷ い褐 1mm以 下の透 明粒 、白色粒

5　5 弥生 土器
賓

胴 部

A 一 工

Ⅳ～

Ⅴ層

貼 付突 帯 （3条）

へ ラ痕跡

横 方 向のナデ

ナデ
橙

明赤褐
明赤褐

1．5mm以 下の浅 黄色 粒

2 mm以下 の半透 明粒 1mm以

下 の透 明粒 、暗 灰色 粒

5　6 弥生土器
賓

胴 部

A － 工

Ⅳ～

Ⅴ層

刻 目

横 方 向のミガキ

スス付着

ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い黄橙
1mm以下 の黒褐 色粒

微 細な透 明光沢 粒

5　7 弥生土器
碧

胴 部

B

S C l

貼付 突 帯

横 方向 のナデ

スス付着

斜 め方 向の ナデ 明褐 明褐

2．5mm 以 下 の灰 自 ・褐 色 、透

明粒 2mm以下 の透 明光 沢粒、

金色 光 沢粒

5　8 弥生土器
賓

底 部

B

S C l
6．5 刷毛 目

ナ デ

炭 化物付 着
にぷ い黄橙 にぷ い黄 橙

2mm以下 の灰 白、褐 色粒

1mm以下 の半透 明光 沢粒

5　9 弥生土器
襲

口緑

B

V 層

貼付 突 帯

指 押さえ跡

ナデ

ナデ
にぷ い赤褐

黒褐

にぷ い赤褐

黒褐

1mm以 下の光 沢微細粒 、灰 白・

黒褐 ・暗赤褐 ・褐 灰色 粒

6　0 弥生土器
碧

胴 部

B

V 層

推

45．2

ミガキ

貼付 突 帯

スス付着

ミガ キ 明褐 にぷ い褐

3．5mm以下の半透明灰色粒　 4mm

以下の赤褐色粒 1．5mm以下の

灰色粒　 2mm以下の金色光沢粒

6 1 中　　 世 土師皿
A

S D l
10．5 7．0 2．85

回転 ナデ

スス付着
回 転 ナデ にぷ い黄橙 にぷ い黄橙 微 細な無色 透 明光沢 粒
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第6表　出土遺物観察表（参考資料）

遺 物

番 号
種　 別

器種

●
部位

出土

地 点

法　　 量 手法 ・調 整 ・文様 ほ か 色　　 調

胎土 の特徴 備考
口経 底経 器 高 外　　 面 内　　 面 外　 面 内　 面

6　2 縄 文土 器
深鉢

口緑

A 一工

トレンチ
19．6

ナデ

スス付着
ナデ

にぷ い黄 橙

明褐
にぷ い黄 橙

5 mm 以 下 の赤 褐 色 粒　 1mm

以下 の黒光 沢 ・白光 沢粒 、黒

褐 色 粒

6　3 縄 文土 器
深鉢

口緑

A 一工

トレンチ

ナデ

沈線

スス付着

ナデ にぷ い褐 にぷ い黄 橙

2mm 以 下 の赤 褐 色 粒　 1mm

以 下 の灰 白色 粒 1．5mm 以

下の灰 色 ・透 明光 沢粒

6　4 縄 文土 器

深鉢

口緑

一胴 部

A －I ナデ
ミガ キ

褐灰 暗褐 3mm以下 の灰黄 ・灰 白・黒光沢 ・

トレンチ スス付着 黒褐 黒褐 褐 灰色 粒 ・自光 沢粒

6　5 縄 文土 器

深鉢

口縁

～胴 部

A 一工

トレンチ
ミガキ

ミガ キ

部 分的 に風 化
灰黄 褐

にぷ い黄 橙

褐灰

3mm以 下 の灰 白・褐 灰 ・黒 褐

色 粒

6　6 弥生土 器
碧

口縁

A 一 工

トレンチ 19．6

貼 付突 帯

ナデ

ミガキ

ナデ
黒褐

暗赤 褐
暗赤 褐

3－5mmの灰黄 褐色 粒

3 mm 以 下 の透 明 光 沢 粒 、明

赤褐 ・橙 ・黒褐 色粒

6　7 弥生 土器
碧 C 貼 付突 帯

ナデ
赤褐 黒褐 3mm以 下 の金 ・黄 橙 ・褐 灰 色

口緑 トレンチ ナデ 褐灰 赤褐 粒 、半透 明粒

6　8 弥生土 器
賓

胴 部

B

トレンチ

貼 付突 帯

ナデ
ナデ にぷい褐 にぷい褐

2．5mm以下 の灰 白・褐色 粒

2mm 以下 の透 明光 沢粒

6　9 弥生土 器
碧

胴部

C

トレンチ

貼 付突 帯

ナデ

スス付着

ナデ 灰褐
橙

明橙

微 細 ～3 mm 以下 の 灰 自 ・白 ・

灰褐 ・浅黄 橙粒 、黒色 光沢 粒

遺 物

番 号
種　 別

器種

●
部位

出土

地 点

法　　 量 手法 ・調 整 ・文様 ほ か 色　　 調
胎土 の特徴 備　 考

口経 底 経 器 高 外　　 面 内　　 面 外　 面 内　 面

7　0 青 磁

碗

口緑

～胴部

A － I

溝埋土

施 粕

買 入

錆 蓮弁 文

施 粕

貴 人
灰 オ リー ブ 灰 オ リー ブ

胎土 調 ：灰

胎　 土 ：精良

焼　 成 ：堅緻

龍 泉窯 系

13C 後 半～14C 前半

7 1 青 磁
碗

底 部

C

トレンチ

施 粕

露 台

高 台付 和剥 ぎ

施 粕

見 込草 花 ？
オ リーブ灰 オ リーブ灰

胎土 調 ：灰 自

胎　 土 ：精良

焼　 成 ：堅緻

7　2 白磁

碗

口緑

～胴 部

A － I

トレンチ
施 粕 施 粕 灰 白 灰 白

胎土 調 ：灰 自

胎　 土 ：精 良

焼　 成 ：堅緻

中国産 （華 南 系）

11C 後 半～12C

7　3 青 花

皿

口縁

～底部

A － I

表採 9．6 5．2

施 和

高台付 無粕

砂 目付

施 寒由

蛇 の 目粕剥 ぎ
灰 白 灰 白

胎土 調 ：灰 白

胎　 土 ：精 良

焼　 成 ：堅緻

浮 州 窯系

7　4 染 付

碗

口縁

～底部

A ・C

表採 7．2 施 粕 施 粕 明緑 灰 明緑 灰

胎土 調 ：灰 自

胎　 土 ：精 良

焼　 成 ：堅緻

18C

7　5 染 付
皿

口縁

A － 工

トレンチ
施 寒由 施 粕 灰 白 灰 自

胎土 調 ：灰 自

胎　 土 ：精良

焼　 成 ：堅緻

7　6 色 絵
皿

底 部

A － 工

撹乱

施 粕

畳 台粕 剥 ぎ

施 和

上 絵付 け

草 花文

灰 白 灰 白

胎土 調 ：灰 自

胎　 土 ：精良

焼　 成 ：堅緻

7　7 染付
皿

底 部

C

トレンチ

施 粕

粕剥 ぎ

施 粕

染付 け
灰 自 灰 白

胎土 調 ：灰 自

胎　 土 ：精 良

焼　 成 ：堅緻

7　8 陶器

皿

底部

～胴 部

A 一 工

表採 3．9

施粕

糸 切 り底

目跡

施 粕
黒 褐

灰 自
灰 黄

胎土 調 ：灰 自

胎　 土 ：精 良

焼　 成 ：堅緻

薩摩 焼

（元立 院窯 系）

17C 後 半 －18C

7　9 陶器
碗

底 部

C

表採 4．8

施粕

露台

高台 内無 粕

施粕

蛇 の 目粕 剥 ぎ

黒

暗 赤灰

黒

暗 赤灰

胎土 調 ：橙

胎　 土 ：精 良

焼　 成 ：堅緻

薩摩 焼

（龍門 司系）

18C 後 半～19C
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鴨

A区出土土器
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⑳52確5。

A区出土土器

C区出土土器

32
領輸

A区1号土墳墓出土土器

参考資料

一64一

59

B区出土土器（57．58は1号土抗出土土器）

享華＿壷▼革
」　＿、－

C区出土土器

C区出土土器

C区出土土器



A区　中・近世遺構（溝）

A区土層断面（第5匡旧－B′の一部）

B区ピット検出状況（北から）

A区1号竪穴住居完掘状況（東から）

A区2号竪穴住居跡完掘状況（西から）　　B区1号土坑遺物出土状況（東から）　　C区3号トレンチ遺物出土状況（北から）
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A区中・近世遺構（溝）完掘状況（北東から）

A区1号道路状遺構土層断面（南から）

A区1号道路状遺構ピット検出状況（北から）
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A区1号道路状遺構硬化面A検出状況（南から）

A区1号道路状遺構ピット検出状況（南から）
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農用地総合整備事業 「都城区域」区画整理（今町団地）に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書
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発行年月日 西暦2003年 9 月26日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 南緯 調査期間 調査面積 調査原因

市町村　 遺跡番号

おおいわたかみむら みやぎきけん

45202 5031

31度 31度 1999．11．17 22，000I正 農用地総合整
大岩田上村 宮崎県 41分 41分 ！ 備事業に伴う

みやこのじょうし
都城市

おおいわたちょう
大岩田町

6809

番地他

50秒

付近

57秒

付近

2000．10．25 事前調査

種　 別 主な時代 主な遺構 主な遺構 特記事項

散布地 旧石器 細石刃石器群 ・旧石器時代の細

石刃石器群

・中世の溝状遺構

及び道路状遺構

縄　 文 竪穴住居跡

ピット群

縄文土器

弥　 生 ピット群 弥生土器

中　 世～近　 世 溝状遺構

道路状遺構

土墳墓

土師器

中近世陶磁器

銭貨

－67－
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